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  第第 2828号号 2002.12.9 2002.12.9

特集特集[[産官学連携産官学連携・・共同研究共同研究]]　　年間連載年間連載[[ナノテクノロジーナノテクノロジー]]　学長顕彰者一覧　新任教員紹介　学長顕彰者一覧　新任教員紹介

　以前，　以前，本ニュース冊子に科学技術共同研究セン本ニュース冊子に科学技術共同研究セン

ターに関する記事を書いているので，ターに関する記事を書いているので，できる限りできる限り

重複は避けたいが，重複は避けたいが，センターを中心とした産学共センターを中心とした産学共

同研究に関する現状と将来課題について述べた同研究に関する現状と将来課題について述べた

い．い．言及するまでも無く，言及するまでも無く，我が国の国公立の大学我が国の国公立の大学

は，は，独立行政法人化への方向の波が押し寄せて来独立行政法人化への方向の波が押し寄せて来

ており，ており，激動の時代を迎えている．激動の時代を迎えている．このような大このような大

きな潮流の中で，きな潮流の中で，教育教育・・研究という大学本来の果研究という大学本来の果

たすべき役割を十分に達成して行くためには，たすべき役割を十分に達成して行くためには，従従

来の枠に捕らわれない発想で色々な方策に取り組来の枠に捕らわれない発想で色々な方策に取り組

んで行くことが重要である．んで行くことが重要である．それらの中で，それらの中で，産学産学

共同研究というスキムは国公私立のどのカテゴ共同研究というスキムは国公私立のどのカテゴ

リーの大学にとっても非常に重要視されているこリーの大学にとっても非常に重要視されているこ

とは，とは，皆さんも昨今のマスコミ情報からも十分理皆さんも昨今のマスコミ情報からも十分理

解されていることだろう．解されていることだろう．

　平成　平成99年春に他学部に先駆けて発足させた工学年春に他学部に先駆けて発足させた工学

部科学技術共同研究センターは，部科学技術共同研究センターは，平成平成 1212年春か年春か
らの大学院部局化と，らの大学院部局化と，センターの全学化により科センターの全学化により科

学技術共同研究センター工学部門として名称変更学技術共同研究センター工学部門として名称変更

を行った．を行った．また，また，平成平成1313年春，年春，総合情報センター総合情報センター

の横に約の横に約500 m500 m22のセンター施設が竣工し，のセンター施設が竣工し，民間企民間企

業との共同研究の場としての利用が始まってい業との共同研究の場としての利用が始まってい

る．る．また，また，産官学の連携をより密に強めて行くた産官学の連携をより密に強めて行くた

めの組織として平成めの組織として平成 1010年年 55月に発足させた工学月に発足させた工学

部産官学共同研究会の名称も工学部を取って大阪部産官学共同研究会の名称も工学部を取って大阪

府立大学産官学共同研究会と変更した．府立大学産官学共同研究会と変更した．

　これらの一連の流れの中で，　これらの一連の流れの中で，活動の推移を見て活動の推移を見て

みると，みると，民間企業等との共同研究民間企業等との共同研究・・受託研究数は受託研究数は

平成平成 99～～ 1313年度にかけて年度にかけて 3232，，4747，，6868，，7272，，8989件件
と増加している．と増加している．また，また，科学技術振興事業団が昨科学技術振興事業団が昨

年暮大阪府和泉市テクノステージに開設した研究年暮大阪府和泉市テクノステージに開設した研究

成果活用プラザ大阪成果活用プラザ大阪（イノベーション（イノベーション・・プラザ大プラザ大

阪）阪）に採択された共同研究に加えて，に採択された共同研究に加えて，((社社))大阪工大阪工

業会，業会，((社社))大阪科学技術センター並びに大阪科学技術センター並びに((社社))関西関西

経済連合会関連のアイ経済連合会関連のアイ・・アイアイ・・エスエス・・ジャパンをジャパンを

通じた共同研究等，通じた共同研究等，多様なプロジェクトが開始さ多様なプロジェクトが開始さ

れている．れている．

　また，　また，平成平成1313年年11月には，月には，本工学部門が中心に本工学部門が中心に

なって，なって，大阪産官学連携フェアを開催することが大阪産官学連携フェアを開催することが

できた．できた．このフェアの開催の発端は平成このフェアの開催の発端は平成1212年年77月月

初旬の中小企業総合事業団の研究開発交流事業へ初旬の中小企業総合事業団の研究開発交流事業へ

の応募に始まる．の応募に始まる．たまたま，たまたま，筆者は大阪府の産業筆者は大阪府の産業

再生プログラム検討委員会の委員を務めていた再生プログラム検討委員会の委員を務めていた

が，が，その中で大阪産業の活性化に産官学連携が重その中で大阪産業の活性化に産官学連携が重

要な位置付けがなされており，要な位置付けがなされており，研究交流促進の場研究交流促進の場

の提供の必要性を強く感じていた．の提供の必要性を強く感じていた．全国で全国で88件の件の
採用予定であったが，採用予定であったが，幸いにも採択され，幸いにも採択され，マイマイ

ドームおおさかで開催された．ドームおおさかで開催された．この間，この間，同じやる同じやる

ならオール大阪でやってみようという気になり，ならオール大阪でやってみようという気になり，

府内大学学長会に呼びかけ，府内大学学長会に呼びかけ，また近畿経済産業また近畿経済産業

産学共同研究の現状と今後産学共同研究の現状と今後
いとう　こういちいとう　こういち

伊東　弘一伊東　弘一

　本号では科学技術の発展　本号では科学技術の発展・・高度化ならびに国際化への対応に際し今後ますます重要となって高度化ならびに国際化への対応に際し今後ますます重要となって

きたきた 「産官学連携」「産官学連携」をテーマに，をテーマに，教員，教員，在学生の皆様からの寄稿を頂きました．在学生の皆様からの寄稿を頂きました．

科学技術共同研究センター　工学部門長科学技術共同研究センター　工学部門長
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局，局，大阪府，大阪府，大阪市を始め，大阪市を始め，経済経済55団体や諸機関団体や諸機関

の参画とご支援をいただくこととなった．の参画とご支援をいただくこととなった．その結その結

果，果，各大学から実物展示各大学から実物展示3737件を含む件を含む175175件の出展件の出展

があり，があり，また太田房江知事を始めとするまた太田房江知事を始めとする 11001100名名
を超す参加者を得て大盛会の内に終えることがでを超す参加者を得て大盛会の内に終えることがで

きた．きた．

　このフェアの開催に関連して，　このフェアの開催に関連して，昨年昨年44月大阪府月大阪府

等が中心になって大阪等が中心になって大阪 TLOTLO が設立されたことにが設立されたことに

ついて言及する必要があろうついて言及する必要があろう..TLOTLOとは，とは，Tech-Tech-
nology Licensing Organization(nology Licensing Organization(技術移転機関技術移転機関))

の略称で，の略称で，大学の研究成果を特許化し企業に技術大学の研究成果を特許化し企業に技術

移転すると共に，移転すると共に，得られた対価を大学のさらなる得られた対価を大学のさらなる

研究資金に充当し，研究資金に充当し，新たな研究成果を生み出す知新たな研究成果を生み出す知

的創造サイクルの役割を担う機関のことである．的創造サイクルの役割を担う機関のことである．

　我が国では，　我が国では，平成平成 1010年に大学等技術移転促進年に大学等技術移転促進

法が施行され，法が施行され，TLOTLO設立への支援がなされてきた設立への支援がなされてきた

が，が，大阪大阪TLOTLOもその流れに沿って設立されたものもその流れに沿って設立されたもの

である．である．大阪大阪 TLOTLOは，は，大阪市が平成大阪市が平成 1313年年 11月に月に

オープンさせた大阪産業創造館の中に事務局を開オープンさせた大阪産業創造館の中に事務局を開

設すると共に，設すると共に，さらに大学研究者のより緊密な連さらに大学研究者のより緊密な連

携を確保するために，携を確保するために，組織的参画を行う中核的大組織的参画を行う中核的大

学に事業部門を設置し，学に事業部門を設置し，担当コーディネーターを担当コーディネーターを

配置している．配置している．我が工学部門にも，我が工学部門にも，今年今年33月まで月まで

大阪府立産業技術総合研究所から総括コーディ大阪府立産業技術総合研究所から総括コーディ

ネーターとして派遣されていた浅岡武之氏が，ネーターとして派遣されていた浅岡武之氏が，44
月より大阪月より大阪 TLOTLO のコーディネーターとして立場のコーディネーターとして立場

を変えて活動を開始されている．を変えて活動を開始されている．また，また，工学部門工学部門

としては，としては，前述のように産官学共同研究会を設立前述のように産官学共同研究会を設立

して民間企業等とのより一層の連携体制を強化しして民間企業等とのより一層の連携体制を強化し

てきたが，てきたが，((社社))大阪工業会の領木新一郎会長に会大阪工業会の領木新一郎会長に会

長職を務めていただいていることもあり，長職を務めていただいていることもあり，色々な色々な

面で工業会の強力な支援を得てきた．面で工業会の強力な支援を得てきた．ただし，ただし，新新

聞等の報道にもあるように，聞等の報道にもあるように，（社（社))大阪工業会と大大阪工業会と大

阪商工会議所の来春の合併が決まっているようで阪商工会議所の来春の合併が決まっているようで

あり，あり，多少の状況変化は発生して来るであろう．多少の状況変化は発生して来るであろう．

しかしながら，しかしながら，大学に対する産官学連携強化の社大学に対する産官学連携強化の社

会的要請は基本的に変わっておらず，会的要請は基本的に変わっておらず，我々大学研我々大学研

究者も適切に今後対応して行く必要があろう．究者も適切に今後対応して行く必要があろう．勿勿

論，論，研究内容が基本的に産学共同研究に向かない研究内容が基本的に産学共同研究に向かない

分野があるように，分野があるように，産学連携は我々大学研究者に産学連携は我々大学研究者に

とって一つの研究のアプローチであり，とって一つの研究のアプローチであり，大学が担大学が担

う任務の一部であることを認識しておく必要性はう任務の一部であることを認識しておく必要性は

言及するまでもない．言及するまでもない．ただ，ただ，大阪府という大学設大阪府という大学設

置者の極めて厳しい財政状況を考える時，置者の極めて厳しい財政状況を考える時，産学連産学連

携というアプローチが今後の大学活性化の重要な携というアプローチが今後の大学活性化の重要な

鍵を握っていることは間違いないであろう．鍵を握っていることは間違いないであろう．

国際共同研究の意義と目的国際共同研究の意義と目的

1.1. はじめにはじめに
　科学や科学技術の進歩と細分化が著しい今日，　科学や科学技術の進歩と細分化が著しい今日，

一人の人間や一つのグループ一人の人間や一つのグループ・・研究室で推進しえ研究室で推進しえ

る研究の幅と深さには，る研究の幅と深さには，自ずと限度自ずと限度・・限界がある．限界がある．

また，また，研究に必要な膨大な知識研究に必要な膨大な知識・・情報や最先端機情報や最先端機

器類を揃えるにも限界がある．器類を揃えるにも限界がある．互いに研究者や学互いに研究者や学

生が行き来し，生が行き来し，情報や意見交換を行うとともに，情報や意見交換を行うとともに，

自分の研究室に無い機器類を使い新しいデータを自分の研究室に無い機器類を使い新しいデータを

出せるなど，出せるなど，有益な共同研究が行る場合，有益な共同研究が行る場合，それらそれら

の限度の限度・・限界を補ってくれる．限界を補ってくれる．これが共同研究をこれが共同研究を

行う重要な意義であり目的でもあると思う．行う重要な意義であり目的でもあると思う．

　このような有意義な共同研究が成り立つには，　このような有意義な共同研究が成り立つには，

大きな前提条件が必要となる．大きな前提条件が必要となる．それは，それは，研究者同研究者同

士，士，互いに相手の人格と能力および研究環境など互いに相手の人格と能力および研究環境など

に，に，自分に無い優れた点を見出し，自分に無い優れた点を見出し，尊敬し信頼し尊敬し信頼し

合えることである．合えることである．私達の場合，私達の場合，幸いにも素晴ら幸いにも素晴ら

しい多くの研究者にめぐり合え，しい多くの研究者にめぐり合え，2020年間近く共同年間近く共同

研究を続けている．研究を続けている．

　工学研究科広報専門委員会の依頼を受け，　工学研究科広報専門委員会の依頼を受け，国際国際

共同研究の意義について，共同研究の意義について，経緯や内容など，経緯や内容など，我々我々

の研究室の経験の研究室の経験・・体験を振り返ってみた．体験を振り返ってみた．

2.2. パリ第パリ第66大学大学((ピエールピエール・・マリー，マリー，キュリーキュリー

大学大学))との共同研究との共同研究
　世界でも有数の規模を誇るパリ第　世界でも有数の規模を誇るパリ第66大学，大学，このこの

大学化学系の触媒研究室大学化学系の触媒研究室(Michel CHE(Michel CHE教授教授))との共との共

同研究は同研究は19841984年に遡る．年に遡る．CHECHE教授は，教授は，当時，当時，触媒触媒

あんぽ　まさかずあんぽ　まさかず

安保　正一安保　正一

物質系専攻　応用化学分野　教授物質系専攻　応用化学分野　教授
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の表面活性サイトの構造解析や触媒反応の機構解の表面活性サイトの構造解析や触媒反応の機構解

明に，明に，世界に先駆けて，世界に先駆けて，ESR(ESR(電子スピン共鳴電子スピン共鳴))とと
1717OO

22
，，9595MoMo，，117117SnSnなどの各種の同位体を用いた分などの各種の同位体を用いた分

光化学的手法と配位化学の理論を取り入れ，光化学的手法と配位化学の理論を取り入れ，触媒触媒

の表面活性サイトの同定とその触媒反応に果たすの表面活性サイトの同定とその触媒反応に果たす

役割の解明を通して，役割の解明を通して，触媒の化学と技術の発展に触媒の化学と技術の発展に

常に先導的な最先端の研究を展開しておられた．常に先導的な最先端の研究を展開しておられた．

我々は，我々は，当時，当時，他学部の他学部のESRESRを借りて光触媒反応を借りて光触媒反応

に関する研究を行っていた．に関する研究を行っていた．しかし，しかし，測定したス測定したス

ペクトルを解析する上で，ペクトルを解析する上で，どうしても同位体を用どうしても同位体を用

いたスペクトルが必要となるが，いたスペクトルが必要となるが，当時の我々の研当時の我々の研

究費では，究費では，高価な同位体を用いて研究を行うこと高価な同位体を用いて研究を行うこと

は不可能であったが，は不可能であったが，日頃，日頃，同位体を用い同位体を用いCHECHE教教

授のような最先端の研究を行いたいと思ってい授のような最先端の研究を行いたいと思ってい

た．た．

　一方，　一方，我々は，我々は，世界に先駆け光化学的手法を触世界に先駆け光化学的手法を触

媒研究に取り入れ，媒研究に取り入れ，濃度が低いために濃度が低いためにESRESR法以外法以外

には表面活性サイトを直接観測する手段が無かっには表面活性サイトを直接観測する手段が無かっ

た高分散な担持触媒系において，た高分散な担持触媒系において，表面活性サイト表面活性サイト

の励起状態からのケイ光やリン光スペクトルが極の励起状態からのケイ光やリン光スペクトルが極

めて高感度に観測でき，めて高感度に観測でき，そのスペクトルの波形解そのスペクトルの波形解

析や寿命測定から活性サイトの局所構造や反応性析や寿命測定から活性サイトの局所構造や反応性

に関する知見が得られることを見出していた．に関する知見が得られることを見出していた．今今

後，後，光化学的手法は触媒研究の分野で重要な手法光化学的手法は触媒研究の分野で重要な手法

になると確信していた．になると確信していた．そして，そして，CHECHE教授も，教授も，そそ

んな手法に注目し，んな手法に注目し，誰よりも早く高く評価してく誰よりも早く高く評価してく

れた．れた．

　この様な二人が国際会議で出会った．　この様な二人が国際会議で出会った．19841984 年年

のことである．のことである．何の躊躇も無く，何の躊躇も無く，共同研究を始め共同研究を始め

ようではないかということになった．ようではないかということになった．当初，当初，私は私は

パリ大学に招かれ，パリ大学に招かれ，夏休み期間を利用し実験する夏休み期間を利用し実験する

ことが多かった．ことが多かった．その後，その後，共同研究の成果も上が共同研究の成果も上が

り，り，日仏国際共同研究として文部省に採択され日仏国際共同研究として文部省に採択され

た．た．研究者の渡航費と研究費が支給されるように研究者の渡航費と研究費が支給されるように

なり，なり，パリ大学からも当研究室に研究者が来て，パリ大学からも当研究室に研究者が来て，

各種触媒の表面活性サイトからのケイ光各種触媒の表面活性サイトからのケイ光・・リン光リン光

スペクトルを測定するようになってきた．スペクトルを測定するようになってきた．文部科文部科

学省の国際共同研究が認められ共同研究が現在も学省の国際共同研究が認められ共同研究が現在も

続いている．続いている．当研究室も同等の当研究室も同等のESRESRを用いた研究を用いた研究

が行えるようになり，が行えるようになり，パリ大学の研究室においてパリ大学の研究室において

は，は，光化学的手法による触媒研究が行えるように光化学的手法による触媒研究が行えるように

なっている．なっている．そして，そして，毎年，毎年，パリ大学からはパリ大学からはCHECHE

教授を含め幾人かの研究者が，教授を含め幾人かの研究者が，また当研究室からまた当研究室から

も教員も教員・・院生がパリ大学を訪問し，院生がパリ大学を訪問し，触媒化学に関触媒化学に関

して有意義な意見交換を行っている．して有意義な意見交換を行っている．現在，現在，博士博士

後期課程を修了した東本慎也君がポストドクとし後期課程を修了した東本慎也君がポストドクとし

て，て，パリ大学で共同研究に従事している．パリ大学で共同研究に従事している．最近で最近で

は，は，学生諸君も，学生諸君も，卒業旅行にヨーロッパまで旅す卒業旅行にヨーロッパまで旅す

ることが多くなってきたが，ることが多くなってきたが，その際には，その際には，CHECHE教教

授の研究室を訪ねている．授の研究室を訪ねている．化学を通して大変良い化学を通して大変良い

人間関係を培ってきた証しと喜んでいる．人間関係を培ってきた証しと喜んでいる．また，また，

CHECHE教授が，教授が，20042004年までの国際触媒会議会長に選年までの国際触媒会議会長に選

出されたことは，出されたことは，我々にとっても大きな慶びであ我々にとっても大きな慶びであ

る．る．

　ヨーロッパでは，　ヨーロッパでは，他に，他に，トリノ大学とも密接なトリノ大学とも密接な

共同研究を行っており，共同研究を行っており，パリ大学との共同研究がパリ大学との共同研究が

拡張された例である．拡張された例である．パリ大学を訪問している間パリ大学を訪問している間

に，に，トリノ大学化学系触媒研究室のトリノ大学化学系触媒研究室のSalvatoreSalvatore

COLUCCIA COLUCCIA 教授と知り合い，教授と知り合い，フランスフランス-- 日本日本-- イイ

タリアのタリアの33ケ国の国際共同研究へと進展したものケ国の国際共同研究へと進展したもの

である．である．それは，それは，19881988年から続いており，年から続いており，20012001年年

1212月から月から33ケ月間，ケ月間，COLUCCIA COLUCCIA 研究室の研究室のMARTRAMARTRA助助

教授が当研究室に滞在し，教授が当研究室に滞在し，学生に，学生に，FT-IRFT-IRを用いを用い

た吸着種のスペクトル測定とその同定について指た吸着種のスペクトル測定とその同定について指

導してくれるとともに，導してくれるとともに，彼自身は，彼自身は，光化学的手法光化学的手法

を修得して帰国した．を修得して帰国した．

　　　　　　　　パリ第パリ第66大学の大学の2424階から撮った階から撮った

　　　　　セーヌ川とノートルダム寺院　　　　　セーヌ川とノートルダム寺院

3.3. 韓国国立研究所韓国国立研究所・・大学との共同研究大学との共同研究
　今年は，　今年は，ワールドカップで韓国との国レベルでワールドカップで韓国との国レベルで

の共催事業が実現したが，の共催事業が実現したが，数年前までは，数年前までは，韓国は韓国は

近くて遠い隣国であった．近くて遠い隣国であった．しかし，しかし，我々は，我々は，韓国韓国

の国立化学工業研究所の国立化学工業研究所(( 大田市大田市)) の触媒研究室の触媒研究室

(Sang-Eon PARK(Sang-Eon PARK博士）博士）およびヨンセイ大学化学工およびヨンセイ大学化学工

学科学科((ソウルソウル))の触媒研究室の触媒研究室（（Yong-Gun SHULYong-Gun SHUL教授）教授）

と，と，19951995以来国際共同研究を行っている．以来国際共同研究を行っている．この場この場

合も，合も，日本と韓国双方で同じ研究内容に関して共日本と韓国双方で同じ研究内容に関して共

同研究を申請し，同研究を申請し，日韓両国の協議で申請課題が採日韓両国の協議で申請課題が採

択されることになった．択されることになった．したがって，したがって，日本側で採日本側で採

択されても韓国側で不採択の場合は共同研究には択されても韓国側で不採択の場合は共同研究には

ならないし，ならないし，逆の場合も同じである．逆の場合も同じである．PARKPARK博士の博士の



グループは，グループは，触媒造りと触媒反応の研究におい触媒造りと触媒反応の研究におい

て，て，常に工業触媒としての商品化常に工業触媒としての商品化・・実用化を目指実用化を目指

した研究を展開している．した研究を展開している．反面，反面，触媒の表面活性触媒の表面活性

サイトの解析やその役割などに関しての分子レベサイトの解析やその役割などに関しての分子レベ

ルでの研究実績が無い．ルでの研究実績が無い．それを補う目的で，それを補う目的で，我々我々

との共同研究を希望され国際共同研究が始まっとの共同研究を希望され国際共同研究が始まっ

た．た．そしてその後に，そしてその後に，PARKPARK博士と私の共通の知人博士と私の共通の知人

でもあるでもあるSH U LS H U L 教授のグループも加わることに教授のグループも加わることに

なった．なった．

　毎年，　毎年，夏には，夏には，韓国から研究者と大学院生が当韓国から研究者と大学院生が当

研究室を訪れ，研究室を訪れ，各種の機器類を用いて実験を行っ各種の機器類を用いて実験を行っ

ている．ている．一方，一方，私は，私は，毎年，毎年，秋の大学祭期間を利秋の大学祭期間を利

用して，用して，大学院生大学院生（博士前期課程（博士前期課程11年生全員）年生全員）

66～～ 77名を連れて韓国を訪問している．名を連れて韓国を訪問している．この韓国この韓国

訪問は，訪問は，両国学生の研究成果発表交換を通しての両国学生の研究成果発表交換を通しての

学生間の交流を促進することが主目的である．学生間の交流を促進することが主目的である．大大

学院生全員が，学院生全員が，自分の研究について約自分の研究について約1515～～2020分分

程度の発表を英語で行い，程度の発表を英語で行い，その後質疑応答がその後質疑応答が1010

～～2020分間続く．分間続く．勿論，勿論，院生は，院生は，韓国滞在中，韓国滞在中，少な少な

くとも国立化学工業研究所とヨンセイ大学のくとも国立化学工業研究所とヨンセイ大学の22ケケ

所で発表することがノルマとなる．所で発表することがノルマとなる．他の大学から他の大学から

も招待され，も招待され，韓国の学生さんの前で講演を行うこ韓国の学生さんの前で講演を行うこ

ともあるので，ともあるので，33回程度発表する機会を得ること回程度発表する機会を得ること

もあり，もあり，院生の英語もかなり上手になり，院生の英語もかなり上手になり，自信に自信に

つながっている．つながっている．

    韓国訪問は，韓国訪問は，当研究室の年間行事の一つとなっ当研究室の年間行事の一つとなっ

ており，ており，研究室へ配属が決まって以後，研究室へ配属が決まって以後，学生は普学生は普

段から英語の勉強にも心掛けている．段から英語の勉強にも心掛けている．韓国側は，韓国側は，

毎年，毎年，研究発表交換会の後，研究発表交換会の後，ハイキング，ハイキング，サッカーサッカー

大会やカラオケ大会も企画して頂いており，大会やカラオケ大会も企画して頂いており，学生学生

達の交流は一気に進む．達の交流は一気に進む．知り合った日韓の若者同知り合った日韓の若者同

士が，士が，卒業後，卒業後，互いの国を訪問し合ったり，互いの国を訪問し合ったり，友人友人

として結婚式に韓国にお祝いに出かけて行ったりとして結婚式に韓国にお祝いに出かけて行ったり

している．している．共同研究は，共同研究は，両研究室の研究レベルの両研究室の研究レベルの

質的向上も目的ではあるが，質的向上も目的ではあるが，研究協力を通して隣研究協力を通して隣

国の若者同士が互いを理解し合うとともに，国の若者同士が互いを理解し合うとともに，海外海外

に目を向け，に目を向け，英語で交流できるようになることを英語で交流できるようになることを

主目的と考えている．主目的と考えている．

    このような交流を始めてこのような交流を始めて1010年足らずであるが，年足らずであるが，

交流している韓国の研究グループが国内でも交流している韓国の研究グループが国内でも11～～

22を競う優秀な研究業績を上げるようになったこを競う優秀な研究業績を上げるようになったこ

とは，とは，このような共同研究を通して，このような共同研究を通して，我々も何が我々も何が

しかの貢献ができたものと大変嬉しく思っていしかの貢献ができたものと大変嬉しく思ってい

る．る．これからも，これからも，進めているアメリカとの国際共進めているアメリカとの国際共

同研究も含め，同研究も含め，このような交流を今後とも長く続このような交流を今後とも長く続

けていければと願っている．けていければと願っている．

4.4. おわりにおわりに
　上述の大学　上述の大学・・研究所以外にも，研究所以外にも，シドニー工科大シドニー工科大

学，学，テキサス大学，テキサス大学，メイン州立大学，メイン州立大学，ノートルダノートルダ

ム大学，ム大学，華東理工科大学の研究室などとの国際共華東理工科大学の研究室などとの国際共

同研究を行う機会も得た．同研究を行う機会も得た．これらの機会を頂いたこれらの機会を頂いた

文部科学省科学研究費文部科学省科学研究費((国際学術研究国際学術研究))や日本学術や日本学術

振興会日仏，振興会日仏，日韓および日豪科学協力事業に対し日韓および日豪科学協力事業に対し

て心より感謝を申し上げます．て心より感謝を申し上げます．特に，特に，大学院博士大学院博士

課程の学生が国際共同研究へ参画することが認め課程の学生が国際共同研究へ参画することが認め

られるようになって，られるようになって，学生の往来が容易にまた盛学生の往来が容易にまた盛

んになってきたことは大変ありがたく嬉しいことんになってきたことは大変ありがたく嬉しいこと

である．である．優れた研究も大学も国造りも，優れた研究も大学も国造りも，バランスバランス

の取れた国際感覚を身に付けた優秀な若者を育ての取れた国際感覚を身に付けた優秀な若者を育て

ることにあると信じている．ることにあると信じている．一教育者として，一教育者として，若若

い学生達が少しでも多くの国際共同研究に参画でい学生達が少しでも多くの国際共同研究に参画で

きる機会が持てるよう，きる機会が持てるよう，微力ながら今後も頑張り微力ながら今後も頑張り

たいと思っている．たいと思っている．

　国際共同研究を基礎に，　国際共同研究を基礎に，大学間協定を締結した大学間協定を締結した

大学も幾つかある．大学も幾つかある．パリ第パリ第66大学，大学，トリノ大学，トリノ大学，

シドニー工科大学などがそれである．シドニー工科大学などがそれである．現在，現在，カンカン

ザス州立大学との交流も準備中である．ザス州立大学との交流も準備中である．学生諸君学生諸君

も機会があれば，も機会があれば，これらのキャンパスを是非訪問これらのキャンパスを是非訪問

して頂きたい．して頂きたい．そして，そして，国際共同研究のみでなく，国際共同研究のみでなく，

日本国内の大学や研究所とも多く共同研究をさせ日本国内の大学や研究所とも多く共同研究をさせ

て頂いているが，て頂いているが，これらの共同研究も，これらの共同研究も，国際共同国際共同

研究に負けず劣らず有益で有意義なものである．研究に負けず劣らず有益で有意義なものである．

これらについても感謝してこの稿を終える．これらについても感謝してこの稿を終える．

韓国インチョン空港に着いた韓国インチョン空港に着いた

安保研究室一行安保研究室一行（（20012001年年 1010月月 3131日）日）
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　若い学生の皆さんにお役に立てばと思い，　若い学生の皆さんにお役に立てばと思い，私が私が

参加し現在も続いている熱帯降雨観測衛星参加し現在も続いている熱帯降雨観測衛星

(TRMM)(TRMM)計画を例にとって国際共同研究について計画を例にとって国際共同研究について

考えるところを述べたいと思います．考えるところを述べたいと思います．私は，私は，現在現在

人工衛星を用いた地球環境のリモートセンシング人工衛星を用いた地球環境のリモートセンシング

((興味のある方は当研究室の興味のある方は当研究室のHome Page, http://Home Page, http://
www.aero.osakafu-u.ac.jp/as/okamoto/index.htmlwww.aero.osakafu-u.ac.jp/as/okamoto/index.htmlのの
Research AreaResearch Areaをクリックして下さいをクリックして下さい ))を研究分野を研究分野

としています．としています．この分野では，この分野では，米国が研究，米国が研究，実用実用

の何れに於いても圧倒的に世界をリードしてまの何れに於いても圧倒的に世界をリードしてま

す．す．その米国との間で国際共同実験が開始されたその米国との間で国際共同実験が開始された

理由は，理由は，地球環境問題がそもそも国境のない人類地球環境問題がそもそも国境のない人類

共通の課題であることと，共通の課題であることと，宇宙からの降雨レーダ宇宙からの降雨レーダ

による降雨観測技術に関してわが国の研究レベルによる降雨観測技術に関してわが国の研究レベル

の高さを米国が認識したからだと考えられます．の高さを米国が認識したからだと考えられます．

　　TRMMTRMM における人工衛星からの降雨観測を対象における人工衛星からの降雨観測を対象

とした米国とした米国NASANASA との国際共同研究のルーツは，との国際共同研究のルーツは，

19801980年代半ばから始まった米国年代半ばから始まった米国NASANASAと当時の郵と当時の郵

政省通信総合研究所との間の航空機搭載降雨レー政省通信総合研究所との間の航空機搭載降雨レー

ダによる国際共同実験にあります．ダによる国際共同実験にあります．幸いなこと幸いなこと

に，に，私は当時通信総合研究所に在職し，私は当時通信総合研究所に在職し，このプロこのプロ

ジェクトのリーダとして参加することができましジェクトのリーダとして参加することができまし

た．た．この国際共同実験は，この国際共同実験は，米国米国NASANASA の熱心な呼の熱心な呼

びかけによって始まり，びかけによって始まり，通信総合研究所が所有し通信総合研究所が所有し

ていた世界で唯一の航空機搭載降雨レーダを米国ていた世界で唯一の航空機搭載降雨レーダを米国

NASANASA の航空機に搭載して，の航空機に搭載して，米国において降雨観米国において降雨観

測実験を実施したものです．測実験を実施したものです．この航空機搭載降雨この航空機搭載降雨

レーダを用いた国際共同実験が始まった理由としレーダを用いた国際共同実験が始まった理由とし

て，て，日米両国が共通の目標を持っていたこと，日米両国が共通の目標を持っていたこと，まま

たこの共同実験を実施することが日米双方のメたこの共同実験を実施することが日米双方のメ

リットにつながること，リットにつながること，があったからです．があったからです．共通共通

の目標は，の目標は，宇宙からのレーダによる降雨観測を将宇宙からのレーダによる降雨観測を将

来実施することでした．来実施することでした．このレーダは，このレーダは，予算要求予算要求

とそれに続く設計仕様の作成の段階から私がプロとそれに続く設計仕様の作成の段階から私がプロ

ジェクトリーダとして関わってきたものでした．ジェクトリーダとして関わってきたものでした．

しかし，しかし，国内の航空機実験においては実験費用が国内の航空機実験においては実験費用が

高く，高く，レーダは製作したもののそれを長期間維持レーダは製作したもののそれを長期間維持

し実験を続けることは困難でした．し実験を続けることは困難でした．わが国にとっわが国にとっ

ては，ては，このレーダを米国の航空機に搭載することこのレーダを米国の航空機に搭載すること

は実験を継続できるというメリットがありましは実験を継続できるというメリットがありまし

た．た．一方米国一方米国NASANASA にとっては，にとっては，実験用の航空機実験用の航空機

の利用がわが国に比べて安価で容易に可能でしたの利用がわが国に比べて安価で容易に可能でした

し，し，わが国の航空機搭載降雨レーダを無料で借用わが国の航空機搭載降雨レーダを無料で借用

できるというメリットがありました．できるというメリットがありました．航空機搭載航空機搭載

降雨レーダで，降雨レーダで，宇宙からの降雨観測に近い条件で宇宙からの降雨観測に近い条件で

ある雨域の上空から雨を観測しデータを取得するある雨域の上空から雨を観測しデータを取得する

ことは，ことは，将来人工衛星に降雨レーダを搭載して地将来人工衛星に降雨レーダを搭載して地

球的規模の降雨観測を実施したいという共通の目球的規模の降雨観測を実施したいという共通の目

標を持った日米双方にとってメリットがあること標を持った日米双方にとってメリットがあること

でした．でした．

　通信総合研究所では，　通信総合研究所では，19781978年から，年から，将来の衛星将来の衛星

搭載レーダによる降雨観測を実施する第一歩とし搭載レーダによる降雨観測を実施する第一歩とし

て，て，航空機搭載二周波降雨レーダの開発を国内の航空機搭載二周波降雨レーダの開発を国内の

メーカの支援を受けて開始しました．メーカの支援を受けて開始しました．観測結果を観測結果を

国際会議で発表し，国際会議で発表し，米国米国NASANASA の注目するところの注目するところ

となり，となり，航空機搭載降雨レーダによる日米共同降航空機搭載降雨レーダによる日米共同降

雨観測実験に拡大していったわけです．雨観測実験に拡大していったわけです．このことこのこと

を振り返って見て思うことは，を振り返って見て思うことは，研究に於いては研究に於いては

色々な段階で様々な運不運があるわけですが，色々な段階で様々な運不運があるわけですが，とと

にかく世界を相手にした大きな目標を持つこと，にかく世界を相手にした大きな目標を持つこと，

そして誰もがやっていないオリジナリティのあるそして誰もがやっていないオリジナリティのある

課題に挑戦することが大切だと思われます．課題に挑戦することが大切だと思われます．そしそし

てその結果について，てその結果について，国際的な研究集会や国際的国際的な研究集会や国際的

によく読まれる論文誌に発表して，によく読まれる論文誌に発表して，世界を相手に世界を相手に

しても負けない気概を持つと共に，しても負けない気概を持つと共に，世界に仲間を世界に仲間を

広げていくことが大切と思われます．広げていくことが大切と思われます．このことこのこと

は，は，これから成長してゆく若い学生の皆さんに特これから成長してゆく若い学生の皆さんに特

に希望したいと思います．に希望したいと思います．良い研究成果を挙げる良い研究成果を挙げる

ことによって世界的な注目を浴びるならば，ことによって世界的な注目を浴びるならば，国際国際

協力を望む相手が自ずと現れるものです．協力を望む相手が自ずと現れるものです．

私が経験した私が経験した　　　　　　　　　　

　　国際共同研究について国際共同研究について

機械系専攻　航空宇宙工学分野　教授機械系専攻　航空宇宙工学分野　教授

おかもと　けんいちおかもと　けんいち

岡本　謙一岡本　謙一
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　日米共同の航空機を用いた国際共同実験によっ　日米共同の航空機を用いた国際共同実験によっ

て，て，当時の通信総合研究所の若い研究者が何人も当時の通信総合研究所の若い研究者が何人も

米国の米国のNASANASA ゴダード宇宙飛行センターに招かれゴダード宇宙飛行センターに招かれ

て良い研究成果を次々に出して行き，て良い研究成果を次々に出して行き，通信総合研通信総合研

究所の研究者は国際的にも信頼を勝ち得ることが究所の研究者は国際的にも信頼を勝ち得ることが

できました．できました．その中で，その中で，NASANASAはわが国よりも遙かはわが国よりも遙か

に強く宇宙からの降雨観測用衛星の実現を希望しに強く宇宙からの降雨観測用衛星の実現を希望し

ており，ており，その科学的研究の目的もはっきりしていその科学的研究の目的もはっきりしてい

ることが判ってきました．ることが判ってきました．19851985 年夏に年夏にNASANASA ゴゴ

ダード宇宙飛行センターを訪れたとき，ダード宇宙飛行センターを訪れたとき，著名な米著名な米

国の研究者から，国の研究者から，｢｢日米共同航空機実験は，日米共同航空機実験は，NASANASAがが

持っている大きな計画の単なる一里塚に過ぎな持っている大きな計画の単なる一里塚に過ぎな

い．い．NASANASAはは TRMMTRMMという衛星計画を実現するといという衛星計画を実現するとい

う大きい目標を持っているのだう大きい目標を持っているのだ｣｣という言葉を聞という言葉を聞

いたとき，いたとき，大きな衝撃を受けました．大きな衝撃を受けました．米国のス米国のス

ケールの大きな目標と航空機実験で満足していたケールの大きな目標と航空機実験で満足していた

自分の気持ちの小ささを同時に感じたからです．自分の気持ちの小ささを同時に感じたからです．

熱帯降雨観測の必要性に関する科学研究，熱帯降雨観測の必要性に関する科学研究，衛星技衛星技

術，術，背景にいる研究者の数，背景にいる研究者の数，地上検証技術の全て地上検証技術の全て

の面で米国には負けるのですが，の面で米国には負けるのですが，これまでの経験これまでの経験

をとおして唯一，をとおして唯一，宇宙からの降雨レーダによる降宇宙からの降雨レーダによる降

雨観測についての克服すべき技術的な問題点を雨観測についての克服すべき技術的な問題点を

知っていることやレーダ技術については，知っていることやレーダ技術については，米国に米国に

負けないでやっていけるという自負心がありまし負けないでやっていけるという自負心がありまし

た．た．もともと，もともと，宇宙からの降雨レーダを目指して宇宙からの降雨レーダを目指して

やってきたプロジェクトですから，やってきたプロジェクトですから，ぜひわが国のぜひわが国の

技術で降雨レーダを開発して技術で降雨レーダを開発してTRMMTRMM に載せたいとに載せたいと

強く思いました．強く思いました．

　衛星計画は，　衛星計画は，大変な予算がかかります．大変な予算がかかります．衛星開衛星開

発のみならず，発のみならず，衛星を打ち上げるロケットの費用衛星を打ち上げるロケットの費用

も莫大なものです．も莫大なものです．このため，このため，日米双方で経費を日米双方で経費を

出し合えば，出し合えば，その負担を軽減することが可能となその負担を軽減することが可能とな

ります．ります．幸いなことに宇宙開発事業団では，幸いなことに宇宙開発事業団では，当時当時

開発に着手していた開発に着手していたH-H-IIIIロケットを国際的に認知ロケットを国際的に認知

させることに熱心でありました．させることに熱心でありました．そしてそのためそしてそのため

には，には，米国の衛星バスを打ち上げることは，米国の衛星バスを打ち上げることは，非常非常

によい具体例となります．によい具体例となります．19871987年に，年に，日米の研究日米の研究

者が集まり者が集まりTRMMTRMM の実現可能性を科学，の実現可能性を科学，技術の両技術の両

面から研究する面から研究するFeasibility Study Feasibility Study が開始されが開始され

ました．ました．衛星バスは米国，衛星バスは米国，ロケットは日本，ロケットは日本，搭載搭載

用降雨観測センサの中のメインセンサである世界用降雨観測センサの中のメインセンサである世界

初めての降雨レーダはわが国，初めての降雨レーダはわが国，その他の宇宙でのその他の宇宙での

使用実績のあるセンサは，使用実績のあるセンサは，米国が担当するという米国が担当するという

大枠が確認されました．大枠が確認されました．取得したデータについて取得したデータについて

は，は，日米対等で利用する権利があることも確認し日米対等で利用する権利があることも確認し

ました．ました．日米では，日米では，プロジェクトの進め方も違いプロジェクトの進め方も違い

ますし，ますし，研究者の考え方も違います．研究者の考え方も違います．それぞれのそれぞれの

国の予算事情によってプロジェクトが足並みを揃国の予算事情によってプロジェクトが足並みを揃

えて進められないこともあります．えて進められないこともあります．極端なことを極端なことを

言えば背景となっている両国の文化的伝統も違い言えば背景となっている両国の文化的伝統も違い

ます．ます．しかし，しかし，国際共同研究を進めるにつれて，国際共同研究を進めるにつれて，

一番大切なことはお互いに信頼関係を持つことで一番大切なことはお互いに信頼関係を持つことで

あり，あり，そのためには決して嘘をつかないことだとそのためには決して嘘をつかないことだと

いうことが分ってきました．いうことが分ってきました．無理なことは無理と無理なことは無理と

言い，言い，その場しのぎの言い逃れで場を取り繕うのその場しのぎの言い逃れで場を取り繕うの

ではなく，ではなく，決して妥協しないことがで大切である決して妥協しないことがで大切である

ことが分りました．ことが分りました．最初私が概念設計した降雨最初私が概念設計した降雨

レーダの重量が重過ぎて，レーダの重量が重過ぎて，NASANASA で説明したときで説明したとき

に，に，NASANASA の衛星設計者から一斉にブーイングをの衛星設計者から一斉にブーイングを

もらったこともありました．もらったこともありました．NASANASA での交渉におでの交渉にお

いては，いては，日本語は使ってもらえません．日本語は使ってもらえません．拙い英語拙い英語

でこちらの言い分を聞いてもらうのは至難の技ででこちらの言い分を聞いてもらうのは至難の技で

す．す．勿論英語力は不可欠です．勿論英語力は不可欠です．しかし，しかし，もっと大もっと大

切なのは，切なのは，ミッションを実現するために必死で努ミッションを実現するために必死で努

力しており，力しており，信頼できる相手であると信頼しても信頼できる相手であると信頼しても

らうと共に，らうと共に，相手を信頼することであることが分相手を信頼することであることが分

かりました．かりました．日米の予算事情が厳しく何回も諦め日米の予算事情が厳しく何回も諦め

かけたのですが，かけたのですが，その都度ミッションの重要性をその都度ミッションの重要性を

日米双方の政府に伝え，日米双方の政府に伝え，19921992 年になって初めて年になって初めて

日米双方の国からプロジェクトとして認知されま日米双方の国からプロジェクトとして認知されま

した．した．

　　19971997年に打ち上げられた年に打ち上げられたTRMMTRMMは上手く作動し，は上手く作動し，

世界で初めての宇宙に於ける降雨レーダは非常に世界で初めての宇宙に於ける降雨レーダは非常に

有効な降雨の有効な降雨の33次元分布のデータを宇宙から取得次元分布のデータを宇宙から取得

し，し，打ち上げから打ち上げから55年経った現在も順調に作動し年経った現在も順調に作動し

ています．ています．そしてそしてTRMMTRMM のミッションを継承するのミッションを継承する

次の衛星である次の衛星であるGPMGPMというミッションが今や私よというミッションが今や私よ

りも若い日米の世代を中心として提案されていまりも若い日米の世代を中心として提案されていま

す．す．私の研究室の大学院生の研究テーマにもなっ私の研究室の大学院生の研究テーマにもなっ

ています．ています．国際共同研究を通して多くのことを学国際共同研究を通して多くのことを学

びました．びました．米国の友人も多く作ることができまし米国の友人も多く作ることができまし

た．た．そして一番大切なことは，そして一番大切なことは，オリジナリティのオリジナリティの

ある夢を持ち続けること，ある夢を持ち続けること，そしてそれを実現するそしてそれを実現する

ために諦めないで絶えず誠実に努力することと思ために諦めないで絶えず誠実に努力することと思

います．います．私の経験がこれから新しい国際共同研究私の経験がこれから新しい国際共同研究

を開拓する多くの可能性を持っている若い学生のを開拓する多くの可能性を持っている若い学生の

皆さんの励みになれば幸いです．皆さんの励みになれば幸いです．
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　府内の企業　府内の企業（（EE社）社）から技術相談があったのは，から技術相談があったのは，

ちょうどちょうど44年前でした．年前でした．「酒「酒・・コーヒーコーヒー・・タバコなタバコな

どに電界を加えると味が良くなるのはなぜでしょどに電界を加えると味が良くなるのはなぜでしょ

うか」うか」という内容で，という内容で，工学部工学部HPHP の教員研究内容の教員研究内容

を調べて，を調べて，田尻先生田尻先生（数理（数理・・名誉教授），名誉教授），五十鈴五十鈴

川先生そして私の川先生そして私の33人に相談したい，人に相談したい，ということということ

で打ち合わせることになりました．で打ち合わせることになりました．

　数日後，　数日後，相談内容についての話を詳しくききま相談内容についての話を詳しくききま

すと，すと，

(1)(1) 60 Hz60 Hzの高電圧による電界を，の高電圧による電界を，グラスに入れグラスに入れ

た酒に加えると味が良くなる．た酒に加えると味が良くなる．

(2)(2) 水と油をかき混ぜた液に同様の電界を加える水と油をかき混ぜた液に同様の電界を加える

と水と油がすぐに分離する．と水と油がすぐに分離する．

(3)(3) 注射器に水を入れ，注射器に水を入れ，注射器の上下に同様の電注射器の上下に同様の電

界を加えると，界を加えると，水滴は針先から棒状になって落水滴は針先から棒状になって落

下する．下する．

など，など，いろいろと不思議なことが起こるので，いろいろと不思議なことが起こるので，EE

社は，社は，このこの2020 年間に製造販売してきた製品の回年間に製造販売してきた製品の回

路がもしかすると特別な非線形現象やカオスなど路がもしかすると特別な非線形現象やカオスなど

を発生させている，を発生させている，あるいは地磁気の影響によっあるいは地磁気の影響によっ

てこのような現象が生じているのではないか，てこのような現象が生じているのではないか，とと

考えていたようです．考えていたようです．しかしこの状況がもうひとしかしこの状況がもうひと

つ理解できませんでしたので，つ理解できませんでしたので，実際にその製品で実際にその製品で

酒に電界を加えて実験しましたら，酒に電界を加えて実験しましたら，55 分後には分後には

すっかり味がまろやかになっていることが分かりすっかり味がまろやかになっていることが分かり

ました．ました．それでは共同研究しましょう，それでは共同研究しましょう，というこというこ

とでスタートしました．とでスタートしました．

　ところが，　ところが，研究として何をどうすすめてよいの研究として何をどうすすめてよいの

か見当がつきません．か見当がつきません．EE社と何度も検討会議を開社と何度も検討会議を開

き，き，試行錯誤を重ね，試行錯誤を重ね，まず現象そのものを詳しくまず現象そのものを詳しく

観察し，観察し，何が基本的な問題なのかをつきとめたい何が基本的な問題なのかをつきとめたい

と考えました．と考えました．そして製品の電気回路が簡単ではそして製品の電気回路が簡単では

あるものの，あるものの，22次側は開回路でしたが，次側は開回路でしたが，普通の閉普通の閉

回路としても現象を再現できることが分かりまし回路としても現象を再現できることが分かりまし

た．た．おそらく電界のみの効果によるものと考え，おそらく電界のみの効果によるものと考え，

「電界」「電界」「水」「水」をキーワードに多くの文献を調査すをキーワードに多くの文献を調査す

ると，ると，論文中に論文中に「イオン風」「イオン風」を見かけるようになを見かけるようにな

りました．りました．従来から知られているように，従来から知られているように，電界を電界を

加えても温度が変化しない程度の微弱エネル加えても温度が変化しない程度の微弱エネル

ギー，ギー，すなわち非熱プロセスにおいて，すなわち非熱プロセスにおいて，図図11のよのよ

うに植物の発芽うに植物の発芽・・生育などへ大きな影響を与える生育などへ大きな影響を与える

技術と関連することが分かりました．技術と関連することが分かりました．しかしながしかしなが

らその技術でも，らその技術でも，本質的なメカニズムがミクロな本質的なメカニズムがミクロな

動的現象であるために，動的現象であるために，主として実験結果に基づ主として実験結果に基づ

く仮説上で研究がすすめられており，く仮説上で研究がすすめられており，科学的な問科学的な問

題点は多く残されているのが現状です．題点は多く残されているのが現状です．国内外の国内外の

電界電界・・イオンイオン・・水をキーワードとする過去約水をキーワードとする過去約4040年年

間の研究者と論文を追跡調査した結果，間の研究者と論文を追跡調査した結果，不思議な不思議な

分子構造で極めて特異な性質を持っている分子構造で極めて特異な性質を持っている「水」「水」

の研究が，の研究が，意外にもあまり進展していないことが意外にもあまり進展していないことが

分かりました．分かりました．特に関連する過去の研究は，特に関連する過去の研究は，ほとほと

んどが継続されていませんでした．んどが継続されていませんでした．共同研究を開共同研究を開

始してすでに始してすでに22年が経過していました．年が経過していました．何の成果何の成果

も得られないまま共同研究はここでストップしても得られないまま共同研究はここでストップして

しまいました．しまいました．

電界とイオン風と水の不思議な関係電界とイオン風と水の不思議な関係
－－  共同研究で得られた研究シーズ共同研究で得られた研究シーズ  －－

77

かわもと　しゅんじかわもと　しゅんじ

川本　俊治川本　俊治

電気電気・・情報系専攻　電気電子システム工学分野　教授情報系専攻　電気電子システム工学分野　教授

図図11　微弱エネルギー現象　微弱エネルギー現象
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　ところが，　ところが，この電界とイオンと水の不思議な関この電界とイオンと水の不思議な関

係について，係について，いちど研究室で簡単な装置を作っていちど研究室で簡単な装置を作って

実験してみることにしました．実験してみることにしました．図図22の回路で，の回路で，まま

ず平板電極と針電極の間に水のビーカを置き，ず平板電極と針電極の間に水のビーカを置き，針針

先と水面の距離を先と水面の距離をd=10 mmd=10 mmとし，とし，電極間に電極間に55～～1010

kVkV，，60 Hz60 Hzの電圧を加えます．の電圧を加えます．回路に直列に電流回路に直列に電流

計を入れると，計を入れると，数数10 10 µµAA の電流が流れましたのの電流が流れましたの

で，で，22次回路で消費される電力は次回路で消費される電力は22～～3 W3 Wとなり，となり，

微弱エネルギーであることが分かります．微弱エネルギーであることが分かります．電圧波電圧波

形と電流波形を重ねると，形と電流波形を重ねると，位相のズレは約位相のズレは約 9090
となりましたので，となりましたので，電極間はキャパシタによる等電極間はキャパシタによる等

価回路とみなせます．価回路とみなせます．そして図そして図33のようにこの回のようにこの回

路の針先では電界が集中して部分放電が起こり，路の針先では電界が集中して部分放電が起こり，

針先周辺の空気がイオン化されてプラスとマイナ針先周辺の空気がイオン化されてプラスとマイナ

スのイオンが発生します．スのイオンが発生します．特に電極間に直流の高特に電極間に直流の高

電圧を加えて針電極をマイナスの電位にすると，電圧を加えて針電極をマイナスの電位にすると，

針周辺で発生したイオンのプラスイオンは針電極針周辺で発生したイオンのプラスイオンは針電極

((－－))に引き寄せられ，に引き寄せられ，マイナスイオンは平板電極マイナスイオンは平板電極

（＋（＋))に向かって風となってに向かって風となって22～～3 m/s3 m/sの速度で移の速度で移

動します．動します．平板電極の代わりに円筒電極を使えば平板電極の代わりに円筒電極を使えば

マイナスイオンの風が円筒中を吹き抜けますのマイナスイオンの風が円筒中を吹き抜けますの

で，で，最近大流行している家電品のマイナスイオン最近大流行している家電品のマイナスイオン

発生方法のひとつであることが分かります．発生方法のひとつであることが分かります．実験実験

のように電源が交流の場合は，のように電源が交流の場合は，イオン風がプラスイオン風がプラス

とマイナスに入れ代わるために中性分子が多い風とマイナスに入れ代わるために中性分子が多い風

となり，となり，同じ速度の風が針電極から吹きますの同じ速度の風が針電極から吹きますの

で，で，扇風機なしで風が吹くという意味でファンレ扇風機なしで風が吹くという意味でファンレ

ス風とも呼ばれます．ス風とも呼ばれます．例えば針電極近くにタバコ例えば針電極近くにタバコ

の煙を送ると，の煙を送ると，風の強さがよく分かります．風の強さがよく分かります．そしそし

てその風の下に，てその風の下に，図図22のように水のビーカを置くのように水のビーカを置く

と，と，水面に風が当たって水の蒸発が加速されま水面に風が当たって水の蒸発が加速されま

す．す．図図44にその実験結果を示しました．にその実験結果を示しました．横軸は時横軸は時

間で縦軸は蒸発量ですので，間で縦軸は蒸発量ですので，●印は水の自然蒸発●印は水の自然蒸発

で，で，他の印は電圧を変えた場合の速度です．他の印は電圧を変えた場合の速度です．印加印加

する電圧が高くなればなるほど風が強くなり，する電圧が高くなればなるほど風が強くなり，蒸蒸

発速度が加速されます．発速度が加速されます．120120分後に電界を除去す分後に電界を除去す

ると，ると，今度は自然蒸発の速度より遅い蒸発速度に今度は自然蒸発の速度より遅い蒸発速度に

なることが分かりました．なることが分かりました．イオン風による水面のイオン風による水面の

温度低下も影響しています．温度低下も影響しています．さらに詳しく調べるさらに詳しく調べる

ために，ために，水に絶縁性の微粒子水に絶縁性の微粒子（直径約（直径約500 500 µµmm，，比比
重重  約約1.01.0））を混合し，を混合し，水面と水中の微粒子の流れ水面と水中の微粒子の流れ

を観測すると，を観測すると，水面ではイオン風の流れに沿っ水面ではイオン風の流れに沿っ

て，て，そして水中ではその方向にそして水中ではその方向にEHD(ElectroEHD(Electro

Hydro Dynamics)Hydro Dynamics)流動が発生していました．流動が発生していました．現在現在

は，は，電界によって発生するイオン風と水の蒸発に電界によって発生するイオン風と水の蒸発に

かかわる不思議な関係の中で，かかわる不思議な関係の中で，水のミクロな構造水のミクロな構造

が電界を加えることでどのように変化するかを追が電界を加えることでどのように変化するかを追

求し，求し，やっと興味ある結果が出始めたところでやっと興味ある結果が出始めたところで

す．す．

　最初の　最初の22年間の共同研究により，年間の共同研究により，その後のその後の22年年

間では新しい研究シーズを得ることができ，間では新しい研究シーズを得ることができ，さらさら

に今後の成果を実用化研究へも発展させたいと考に今後の成果を実用化研究へも発展させたいと考

えています．えています．

図図2  2  実験回路実験回路

図図3 3 イオン風の発生イオン風の発生
図図4 4 水の蒸発速度水の蒸発速度
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共同研究に携わってみて共同研究に携わってみて

機械系専攻　機械システム工学分野　博士前期課程　１年機械系専攻　機械システム工学分野　博士前期課程　１年

やぐら　りょうたやぐら　りょうた

矢倉　良太矢倉　良太

1. 1. はじめにはじめに
　僕は学部　僕は学部44回生のときに研究室に配属され，回生のときに研究室に配属され，『干『干

渉露光法による無反射表面構造の製作』渉露光法による無反射表面構造の製作』という卒という卒

業研究テーマで研究を行いました．業研究テーマで研究を行いました．そして大学院そして大学院

に進学してからも継続して同研究を行っていまに進学してからも継続して同研究を行っていま

す．す．研究は大阪府立産業技術総合研究所の先端光研究は大阪府立産業技術総合研究所の先端光

ファクトリーでの実験を主としており，ファクトリーでの実験を主としており，研究所の研究所の

実験装置を使用しています．実験装置を使用しています．この研究は大阪府のこの研究は大阪府の

地域結集事業の一環として行われており，地域結集事業の一環として行われており，企業か企業か

ら出社された研究者の方と共同で研究を行っていら出社された研究者の方と共同で研究を行ってい

ます．ます．

2. 2. 大阪府地域結集型共同研究事業大阪府地域結集型共同研究事業
　僕が属している共同研究は文部科学省が平成　僕が属している共同研究は文部科学省が平成99

年に開始した大阪府地域結集型共同研究事業年に開始した大阪府地域結集型共同研究事業「テ「テ

ラ光情報基盤技術開発」ラ光情報基盤技術開発」の一環として行われていの一環として行われてい

ます．ます．この事業は，この事業は，国国((科学技術振興事業団科学技術振興事業団))と共と共

同して地域における研究開発型企業，同して地域における研究開発型企業，大学，大学，各種各種

研究機関等の産研究機関等の産・・官官・・学が英知を結集して行って学が英知を結集して行って

います．います．この事業では，この事業では，国として推進すべき重点国として推進すべき重点

研究領域のうち研究領域のうち「情報」「情報」の研究分野を取り上げ，の研究分野を取り上げ，

テラテラ((超容量超高速超容量超高速))光情報基盤技術の確立を目指光情報基盤技術の確立を目指

し，し，光情報システムの設計光情報システムの設計・・試作試作・・超精密微細加超精密微細加

工技術等の研究開発を行っています．工技術等の研究開発を行っています．大阪には，大阪には，

大手家電や光関連企業が立地しており，大手家電や光関連企業が立地しており，また光シまた光シ

ステムや光工学分野において高いポテンシャルをステムや光工学分野において高いポテンシャルを

持つ国公立の大学と各種研究機関が多数集積して持つ国公立の大学と各種研究機関が多数集積して

いますので，いますので，この研究による大きな波及効果が期この研究による大きな波及効果が期

待されています．待されています．研究推進体制は，研究推進体制は，府立産業技術府立産業技術

総合研究所内における総合研究所内における「先端光ファクトリー」「先端光ファクトリー」をを

コア研究施設として次世代を担う新技術コア研究施設として次世代を担う新技術・・新産業新産業

の創生を図る研究に取り組んでいます．の創生を図る研究に取り組んでいます．

3. 3. 共同研究に携わってみて共同研究に携わってみて
　実験は主に企業の研究者の方と二人で行ってい　実験は主に企業の研究者の方と二人で行ってい

ます．ます．研究内容としては反射防止処理の一つであ研究内容としては反射防止処理の一つであ

る無反射表面構造を高いスループットで製作するる無反射表面構造を高いスループットで製作する

ための研究を行っています．ための研究を行っています．最初は会社で働いて最初は会社で働いて

いる人と一緒に実験するということから緊張もしいる人と一緒に実験するということから緊張もし

ました．ました．しかし，しかし，僕が僕が44回生のときにスタートし回生のときにスタートし

たプロジェクトであるため，たプロジェクトであるため，この研究の初めからこの研究の初めから

携わってくることができました．携わってくることができました．そのために，そのために，打打

ち解けやすく，ち解けやすく，研究に対しても理解しやすかった研究に対しても理解しやすかった

と思います．と思います．

　僕らの製作した素子は他の企業に渡され，　僕らの製作した素子は他の企業に渡され，次の次の

工程へと移されます．工程へと移されます．そして実際の商品として実そして実際の商品として実

用化することを最終的な目的としています．用化することを最終的な目的としています．企業企業

が関連しているので商品としての実用化が他の研が関連しているので商品としての実用化が他の研

究に比べて非常に近いところにあります．究に比べて非常に近いところにあります．そのたそのた

め，め，研究に対する意欲が湧きやすく，研究に対する意欲が湧きやすく，集中して実集中して実

験が行えています．験が行えています．また，また，実際に商品が開発され実際に商品が開発され

るまでには多くの企業がそれぞれの役割を担ってるまでには多くの企業がそれぞれの役割を担って

いることを実感しました．いることを実感しました．その最初の工程を受けその最初の工程を受け

持っているために，持っているために，僕たちの研究がうまくいかな僕たちの研究がうまくいかな

ければ，ければ，次の工程に進むことができません．次の工程に進むことができません．そのその

ため，ため，自分たちの研究にとてもやりがいを感じて自分たちの研究にとてもやりがいを感じて

います．います．また，また，研究所で実験を行っているため，研究所で実験を行っているため，

多くの研究員の方々に囲まれて研究を行っていま多くの研究員の方々に囲まれて研究を行っていま

す．す．研究員の方々の研究に対する姿勢がすばらし研究員の方々の研究に対する姿勢がすばらし

く，く，そのレベルの高さを間近で感じることができそのレベルの高さを間近で感じることができ

ています．ています．また，また，同じような作業をしている研究同じような作業をしている研究

員の方もおり，員の方もおり，受身となって教わるだけでなく，受身となって教わるだけでなく，

手本となる人たちから目で見て技術を盗めるのも手本となる人たちから目で見て技術を盗めるのも

恵まれた環境だと思います．恵まれた環境だと思います．また，また，その作業の中その作業の中

から，から，何事も基本となる作業の重要性が身にしみ何事も基本となる作業の重要性が身にしみ

て実感できました．て実感できました．僕は僕は『研究』『研究』やや『開発』『開発』といとい

う言葉に対して綺麗なイメージを持っていましう言葉に対して綺麗なイメージを持っていまし

た．た．しかし，しかし，実験に行き詰まったときなどは泥臭実験に行き詰まったときなどは泥臭

い作業が続くことを知り，い作業が続くことを知り，体験することができま体験することができま

した．した．また，また，その苦しい作業の末に実験が成功しその苦しい作業の末に実験が成功し

たときの喜びは格別であることも知りました．たときの喜びは格別であることも知りました．

　僕が研究するにあたって，　僕が研究するにあたって，大学の先生，大学の先生，企業の企業の

研究者の方，研究者の方，研究所の研究員の方々，研究所の研究員の方々，大学の先輩大学の先輩
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など，など，多くの方々に指導を受けています．多くの方々に指導を受けています．大学の大学の

先生や研究員の方々は実験に失敗すると，先生や研究員の方々は実験に失敗すると，「なぜ「なぜ

失敗したのか？その原因は？」失敗したのか？その原因は？」ということを非常ということを非常

によく考えます．によく考えます．しかし，しかし，企業の方は製作するこ企業の方は製作するこ

とを第一に考えます．とを第一に考えます．原因を突き止めることも大原因を突き止めることも大

切ではあるが，切ではあるが，極端に言ってしまえば，極端に言ってしまえば，「できた「できた

らいい」らいい」という考え方だそうです．という考え方だそうです．これは大学これは大学・・

研究所と企業のあり方の違いであると思います．研究所と企業のあり方の違いであると思います．

このあり方の違いや考え方の違い，このあり方の違いや考え方の違い，また指導者がまた指導者が

多いということから困惑する場合もあります．多いということから困惑する場合もあります．ここ

れによってどの考え方を選択するか自分で考えるれによってどの考え方を選択するか自分で考える

ことが必要となってきます．ことが必要となってきます．これは１人の指導者これは１人の指導者

しか持たない場合，しか持たない場合，その指導者の考え方に流されその指導者の考え方に流され

がちになってしまうのに対して，がちになってしまうのに対して，自分の考えを持自分の考えを持

つことができるようになっていくと思います．つことができるようになっていくと思います．ここ

れは今後就職して仕事をしていく上でもいい経験れは今後就職して仕事をしていく上でもいい経験

だと思います．だと思います．

　また，　また，就職したことのない僕にとって企業の中就職したことのない僕にとって企業の中

や企業での考え方は未知の世界でした．や企業での考え方は未知の世界でした．話を聞く話を聞く

だけではなく，だけではなく，実際に共同研究に参加することに実際に共同研究に参加することに

よって学生のうちに多少なりともその世界を体験よって学生のうちに多少なりともその世界を体験

することができました．することができました．これは，これは，今後就職するに今後就職するに

当たって大きな知恵になると思います．当たって大きな知恵になると思います．

4. 4. 実験において実験において
　大学の先生は多くの学生の研究を担当している　大学の先生は多くの学生の研究を担当している

ため多忙であり，ため多忙であり，研究に対する話し合いが十分に研究に対する話し合いが十分に

できない場合もあります．できない場合もあります．しかし共同研究は，しかし共同研究は，一一

日中一緒に実験をしているので分からないことが日中一緒に実験をしているので分からないことが

あれば常に質問できるという喜ばしい環境が整っあれば常に質問できるという喜ばしい環境が整っ

ています．ています．また，また，実際に企業のスケジュールで動実際に企業のスケジュールで動

くことによって，くことによって，企業に就職したときに役に立つ企業に就職したときに役に立つ

経験を多く積めていると思います．経験を多く積めていると思います．学生は生活リ学生は生活リ

ズムが夜型になりがちだと思うのですが，ズムが夜型になりがちだと思うのですが，会社の会社の

時間で実験を行うので能率が上がってきます．時間で実験を行うので能率が上がってきます．まま

た，た，実験を一緒にしているとはいえ，実験を一緒にしているとはいえ，企業の研究企業の研究

者の方は仕事としています．者の方は仕事としています．そのため実験がうまそのため実験がうま

くいっていない時などは学生である僕とは比べもくいっていない時などは学生である僕とは比べも

のにならないほど大きなプレッシャーを受けておのにならないほど大きなプレッシャーを受けてお

り，り，それによって僕も良い刺激を得ています．それによって僕も良い刺激を得ています．そそ

の反面，の反面，今は学生という温い立場にいることが良今は学生という温い立場にいることが良

く分かります．く分かります．

　しかし，　しかし，次の工程を他の企業が行うため，次の工程を他の企業が行うため，納期納期

に対して厳しいのも事実です．に対して厳しいのも事実です．また，また，納期に合わ納期に合わ

せた実験スケジュールを組んでいるため，せた実験スケジュールを組んでいるため，テストテスト

や授業に関係なくスケジュールが決まってしまいや授業に関係なくスケジュールが決まってしまい

ます．ます．しかし，しかし，共同研究のおかげで近いスケ共同研究のおかげで近いスケ

ジュールは勿論のこと，ジュールは勿論のこと，長い目で見たスケジュー長い目で見たスケジュー

ルを考えられるようになりました．ルを考えられるようになりました．また，また，スケスケ

ジュールを立てることの重要性を知りました．ジュールを立てることの重要性を知りました．

実験を行い，実験を行い，いい素子が製作できたと思っていたいい素子が製作できたと思っていた

ら，ら，「これじゃだめ！もっと性能のいいものを」「これじゃだめ！もっと性能のいいものを」とと

言われ，言われ，受け取り側の企業の要求の高さに驚きま受け取り側の企業の要求の高さに驚きま

した．した．また，また，一度性能がいいものが製作できても一度性能がいいものが製作できても

だめなこと．だめなこと．偶然できたではなく，偶然できたではなく，同程度の性能同程度の性能

を持った素子を何個も製作する再現性に対する難を持った素子を何個も製作する再現性に対する難

しさも実感しました．しさも実感しました．

　しかし，　しかし，大学の研究費に比べて，大学の研究費に比べて，共同研究の出共同研究の出

社企業から出される研究費のほうが遥かに高額な社企業から出される研究費のほうが遥かに高額な

ため，ため，より良い環境で研究を行うことができていより良い環境で研究を行うことができてい

ます．ます．その結果，その結果，成果を求められ苦しいときもあ成果を求められ苦しいときもあ

りますが，りますが，学生のうちにいろいろな装置に触れる学生のうちにいろいろな装置に触れる

ことができ，ことができ，レベルの高い研究に携わることがでレベルの高い研究に携わることがで

きることはいい経験になっています．きることはいい経験になっています．

5. 5. 全体として全体として
　自分であれやこれや考えて研究を行うというの　自分であれやこれや考えて研究を行うというの

も勉強になり，も勉強になり，それによって将来大きな力になるそれによって将来大きな力になる

ものも多いと思います．ものも多いと思います．しかし，しかし，僕は研究を始め僕は研究を始め

たときから共同研究に携わってきたので，たときから共同研究に携わってきたので，大学で大学で

研究することと共同研究に参加することのどちら研究することと共同研究に参加することのどちら

が良いのかは分かりません．が良いのかは分かりません．しかし僕は共同研究しかし僕は共同研究

に参加することによって，に参加することによって，大学のみで行う研究で大学のみで行う研究で

は得られない，は得られない，いろいろなものが学べていると思いろいろなものが学べていると思

います．います．これからの社会においては共同研究が多これからの社会においては共同研究が多

く行われていくと思います．く行われていくと思います．その共同研究に学生その共同研究に学生

のうちから携わっていくのはいいことだと考えてのうちから携わっていくのはいいことだと考えて

います．います．人には向き不向きがあるとは思うのです人には向き不向きがあるとは思うのです

が，が，もし機会があればそのような環境にチャレンもし機会があればそのような環境にチャレン

ジしてみるのもいいと思います．ジしてみるのもいいと思います．刺激が多く，刺激が多く，発発

見が多いので，見が多いので，僕自身は共同研究に携わることが僕自身は共同研究に携わることが

できて嬉しく思っています．できて嬉しく思っています．



1111

　「産官学連携」　「産官学連携」という特集テーマを与えられて，という特集テーマを与えられて，

改めて学外，改めて学外，特に企業との関わりを見つめ直す良特に企業との関わりを見つめ直す良

い機会になりました．い機会になりました．私にとって企業との共同研私にとって企業との共同研

究といえば，究といえば，“すぐに実用化できることが最優先”“すぐに実用化できることが最優先”

の研究であると思っていました．の研究であると思っていました．すぐに利益が得すぐに利益が得

られなければ会社として成立しないと思っていたられなければ会社として成立しないと思っていた

からです．からです．しかし近年，しかし近年，研究に対する企業の認識研究に対する企業の認識

は変わってきたようです．は変わってきたようです．利益を追求する事業も利益を追求する事業も

もちろん非常に数多いわけですが，もちろん非常に数多いわけですが，今すぐには使今すぐには使

えなくても何年か先に必ず有用となる事業に企業えなくても何年か先に必ず有用となる事業に企業

は目を向けているのです．は目を向けているのです．たとえば，たとえば，燃料電池は燃料電池は

その代表です．その代表です．インフラの整備など多くの問題をインフラの整備など多くの問題を

残し，残し，完全実用化まで完全実用化まで2020～～3030年はかかるのでは年はかかるのでは

と言われていますが，と言われていますが，自動車会社はもちろん，自動車会社はもちろん，電電

気系から化学系企業まで多くの分野の人が，気系から化学系企業まで多くの分野の人が，細分細分

化されたパーツを研究しています．化されたパーツを研究しています．最近では，最近では，“産“産

官学”官学”が連携して異なる観点から一つの研究を行が連携して異なる観点から一つの研究を行

う機会も増えてきました．う機会も増えてきました．学会などに行っても，学会などに行っても，

複数の大学や大学と企業が連名になって発表する複数の大学や大学と企業が連名になって発表する

のも珍しくない光景です．のも珍しくない光景です．また，また，企業と大学間の企業と大学間の

人的交流も多くなってきました．人的交流も多くなってきました．青色青色LEDLEDを開発を開発

した元日亜化学工業の中村修二氏も，した元日亜化学工業の中村修二氏も，今では米カ今では米カ

リフォルニア大学サンタバーバラ校の教授にならリフォルニア大学サンタバーバラ校の教授になら

れているのだから，れているのだから，これからは産官学間での交流これからは産官学間での交流

はますます盛んになり，はますます盛んになり，学外との共同研究も増え学外との共同研究も増え

てくるのではないかと思います．てくるのではないかと思います．

　私たちの研究室においても，　私たちの研究室においても，今は学長の南先生今は学長の南先生

や教授の辰巳砂先生，や教授の辰巳砂先生，助教授の忠永先生に企業か助教授の忠永先生に企業か

らの共同研究が持ちかけられ，らの共同研究が持ちかけられ，共同研究員として共同研究員として

一緒に研究されている方の出入りも多くなってい一緒に研究されている方の出入りも多くなってい

ます．ます．また，また，文部科学省の特定領域研究などを通文部科学省の特定領域研究などを通

じて，じて，東工大や京大などの先生や学生と知り合う東工大や京大などの先生や学生と知り合う

機会も多く，機会も多く，かなり身近な所に企業や他大学とのかなり身近な所に企業や他大学との

交流があり，交流があり，恵まれた環境にいることを改めて実恵まれた環境にいることを改めて実

感しました．感しました．

　学外との共同研究の最初の出会いは，　学外との共同研究の最初の出会いは，研究室に研究室に

配属されて配属されて22 年目の年目のM1M1 のときでした．のときでした．きっかけきっかけ

は，は，ポスドクだった研究室の先輩がアメリカに留ポスドクだった研究室の先輩がアメリカに留

学するため，学するため，次世代電池に関する研究の引き継ぎ次世代電池に関する研究の引き継ぎ

をするというものでした．をするというものでした．何の躊躇もなく引き受何の躊躇もなく引き受

けたのですが，けたのですが，まさか企業と共同研究をすることまさか企業と共同研究をすること

になろうとは…その時は夢にも思いませんでしになろうとは…その時は夢にも思いませんでし

た．た．

　ある日，　ある日，先生方とミーティングをすることにな先生方とミーティングをすることにな

り行ってみると，り行ってみると，そこにはある企業の技術者の方そこにはある企業の技術者の方

数名と京都大学の教授と学生が数名待っていまし数名と京都大学の教授と学生が数名待っていまし

た．た．席に着くや否や，席に着くや否や，自己紹介と同時に名刺交換．自己紹介と同時に名刺交換．

はじめての状況にとまどいながらも名刺を頂き，はじめての状況にとまどいながらも名刺を頂き，

ミーティングが始まりました．ミーティングが始まりました．当時教授だった南当時教授だった南

先生が中心となって話が進められましたが，先生が中心となって話が進められましたが，メモメモ

を取るのに一所懸命だったのを覚えています．を取るのに一所懸命だったのを覚えています．

ミーティングの内容は，ミーティングの内容は，共同研究する企業が会社共同研究する企業が会社

の方針転換により中断することになった研究の一の方針転換により中断することになった研究の一

部を，部を，我々大学側が受け継ぐというものでした．我々大学側が受け継ぐというものでした．

無機材料に関する研究をしてきた私が，無機材料に関する研究をしてきた私が，全く異な全く異な

る分野の有機材料に手を付けることになったのでる分野の有機材料に手を付けることになったので

す．す．ゼロからのスタートにとまどいを隠せなかっゼロからのスタートにとまどいを隠せなかっ

た私に気づいたのか，た私に気づいたのか，企業の方は研究所見学を快企業の方は研究所見学を快

く勧めてくれました．く勧めてくれました．

企業との共同研究企業との共同研究

物質系専攻　機能物質科学分野　博士前期課程　物質系専攻　機能物質科学分野　博士前期課程　22年年

みずの　ふみのりみずの　ふみのり

水野　史教水野　史教
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　数日後，　数日後，研究所見学をするために，研究所見学をするために，私はポスド私はポスド

クの先輩とともに会社を訪問しました．クの先輩とともに会社を訪問しました．まず，まず，研研

究員の方に会社全体を案内していただいた後，究員の方に会社全体を案内していただいた後，実実

際見学する研究室を紹介していただきました．際見学する研究室を紹介していただきました．そそ

の研究室は，の研究室は，テニスコート一面くらいはある大きテニスコート一面くらいはある大き

さのプレハブで，さのプレハブで，中には整然と機械などが並べら中には整然と機械などが並べら

れ，れ，人の出入りが少ないという印象を受けまし人の出入りが少ないという印象を受けまし

た．た．それもそのはず．それもそのはず．この部屋を使うのは案内しこの部屋を使うのは案内し

てくれた研究員の方一人だけだったのです．てくれた研究員の方一人だけだったのです．研究研究

の進行から部屋の管理，の進行から部屋の管理，機材の取り扱い，機材の取り扱い，試薬の試薬の

管理まですべてを一任されているというのです．管理まですべてを一任されているというのです．

このとき，このとき，ここは大学などの施設とは全く異なるここは大学などの施設とは全く異なる

環境なのだと思いました．環境なのだと思いました．今まで，今まで，研究に関する研究に関する

身の回りの出来事に責任を感じたことはそんなに身の回りの出来事に責任を感じたことはそんなに

多くありませんでしたが，多くありませんでしたが，企業の研究員になる企業の研究員になる

と，と，こんなにも自分の仕事に責任を持たなくてはこんなにも自分の仕事に責任を持たなくては

いけないのかと実感しました．いけないのかと実感しました．また，また，研究計画も研究計画も

私とは一味も二味も異なりました．私とは一味も二味も異なりました．研究の進行も研究の進行も

研究員に一任されているため，研究員に一任されているため，プレゼンをするこプレゼンをするこ

とにより自分の研究を強くアピールしないと，とにより自分の研究を強くアピールしないと，すす

ぐに中断されてしまうことも少なくないそうでぐに中断されてしまうことも少なくないそうで

す．す．細かく計画を練って，細かく計画を練って，毎回目標を掲げて研究毎回目標を掲げて研究

する必要があることを教えていただきました．する必要があることを教えていただきました．大大

学の研究レベルとは全く違う研究姿勢を肌で感じ学の研究レベルとは全く違う研究姿勢を肌で感じ

ることができ，ることができ，実験内容よりも大きなものを収穫実験内容よりも大きなものを収穫

したと感じました．したと感じました．

　さらに驚いたのが，　さらに驚いたのが，作ったものを宣伝する手段作ったものを宣伝する手段

もきちんと考えられていたことです．もきちんと考えられていたことです．例えば，例えば，ああ

る電解質を作ったとき，る電解質を作ったとき，電池用の電解質として十電池用の電解質として十

分な特性，分な特性，つまり高い導電率が得られているかどつまり高い導電率が得られているかど

うか調べることも重要ですが，うか調べることも重要ですが，一方で，一方で，その電解その電解

質と正極，質と正極，負極を組み合わせて電池が実際動くの負極を組み合わせて電池が実際動くの

かどうか調べることもまた重要です．かどうか調べることもまた重要です．私たちは私たちは

””ScienceScience””を学んでいますから，を学んでいますから，まず前者が調まず前者が調

べられた上で，べられた上で，後者を調べるのが基本です．後者を調べるのが基本です．しかしか

し，し，企業では前者も重要ですが，企業では前者も重要ですが，後者もまたそれ後者もまたそれ

以上に重要視されていることがわかりました．以上に重要視されていることがわかりました．そそ

こに大学とは異なる，こに大学とは異なる，“利益”“利益”という観念が組みという観念が組み

こまれているような気がしました．こまれているような気がしました．実際，実際，次世代次世代

電池を作ることはそんなに簡単な仕事ではないの電池を作ることはそんなに簡単な仕事ではないの

ですが，ですが，作製した電池を搭載したミニカーを目の作製した電池を搭載したミニカーを目の

前で動かされると，前で動かされると，この電池この電池((電解質電解質))はすぐに使はすぐに使

えるのではないかという気にさせられ，えるのではないかという気にさせられ，企業側の企業側の

思う壺にはまってしまいました．思う壺にはまってしまいました．

　昼食時，　昼食時，研究の話以外として私の就職の話にな研究の話以外として私の就職の話にな

りました．りました．研究員の方は私に研究員の方は私に「アメリカでは，「アメリカでは，企企

業で研究に携わっている人でもドクターを取得し業で研究に携わっている人でもドクターを取得し

ている人が増えてきている．ている人が増えてきている．日本も近い未来そう日本も近い未来そう

なるだろうから，なるだろうから，その気があるなら取得しておいその気があるなら取得しておい

た方がいい．た方がいい．社会人ドクターは時間もかかるし大社会人ドクターは時間もかかるし大

変だから…」変だから…」といって，といって，今すぐ就職するより博士今すぐ就職するより博士

後期課程に進学することを勧めてくれました．後期課程に進学することを勧めてくれました．そそ

の研究員の方は修士課程修了の方なのですが，の研究員の方は修士課程修了の方なのですが，社社

会人になって海外の企業と仕事をしたとき，会人になって海外の企業と仕事をしたとき，ドクドク

ターではないという理由で全く相手にしてもらえターではないという理由で全く相手にしてもらえ

ず大変苦労されたそうです．ず大変苦労されたそうです．就職しようと考えて就職しようと考えて

いた私には，いた私には，専門知識に突出した人間を企業が受専門知識に突出した人間を企業が受

け入れてくれるのかどうか，け入れてくれるのかどうか，その時全く分かりまその時全く分かりま

せんでしたが，せんでしたが，重みのある一言に感じました．重みのある一言に感じました．そそ

れ以来，れ以来，私の頭のどこかに就職と進学という二つ私の頭のどこかに就職と進学という二つ

の選択肢が存在するようになりました．の選択肢が存在するようになりました．来年の私来年の私

の進路は，の進路は，本学大学院の博士後期課程への進学で本学大学院の博士後期課程への進学で

す．す．あの一言ですべてが決まったわけではないけあの一言ですべてが決まったわけではないけ

れど，れど，きっかけにはなったと思います．きっかけにはなったと思います．

　私にとって学外との共同研究は，　私にとって学外との共同研究は，将来の選択肢将来の選択肢

を広げるものになりました．を広げるものになりました．研究面でも，研究面でも，研究す研究す

る上での背景や必要性を視野に入れて取り組むよる上での背景や必要性を視野に入れて取り組むよ

うになりました．うになりました．また，また，この共同研究を通じて今この共同研究を通じて今

年の春，年の春，学会発表することができ，学会発表することができ，自分の研究を自分の研究を

強くアピールすることもできました．強くアピールすることもできました．自分の成長自分の成長

にプラスになったことは間違いないと思います．にプラスになったことは間違いないと思います．

今も京都大学の研究室との共同研究は続いていま今も京都大学の研究室との共同研究は続いていま

すし，すし，新しく別の企業の方とも共同研究をしてい新しく別の企業の方とも共同研究をしてい

ます．ます．共同研究員として私たちの研究室に派遣さ共同研究員として私たちの研究室に派遣さ

れている方と共通のテーマに取り組んでいます．れている方と共通のテーマに取り組んでいます．

初めての時とは違って，初めての時とは違って，今度は私が教える立場で今度は私が教える立場で

す．す．しかし，しかし，私が答えられないような質問を受け私が答えられないような質問を受け

ることも少なくありません．ることも少なくありません．逆の立場にたって改逆の立場にたって改

めて感じることも多く，めて感じることも多く，まだまだ勉強不足であるまだまだ勉強不足である

ことを実感する毎日です．ことを実感する毎日です．今回もこの共同研究を今回もこの共同研究を

通じて選択肢や知識の幅を広げ，通じて選択肢や知識の幅を広げ，自分が一層成長自分が一層成長

できるように努力したいと思っています．できるように努力したいと思っています．



1313

　「ナノテクノロジー」　「ナノテクノロジー」という言葉を聞いたことという言葉を聞いたこと

のない学生はいないと思います．のない学生はいないと思います．ナノテクノロナノテクノロ

ジーはジーは2121 世紀の産業を支える横断的な基幹技術世紀の産業を支える横断的な基幹技術

であると認識されています．であると認識されています．例えば例えばITIT（情報技術）（情報技術）

やバイオ関連の先端技術の進展をはかる上で重要やバイオ関連の先端技術の進展をはかる上で重要

な共通技術ということであります．な共通技術ということであります．本稿では，本稿では，ナナ

ノテクノロジーとは何なのか，ノテクノロジーとは何なのか，なぜ今なのか，なぜ今なのか，

カーボンナノチューブとの関わりは，カーボンナノチューブとの関わりは，などについなどについ

て述べます．て述べます．

　「ナノテクノロジー」　「ナノテクノロジー」の基本はの基本は「設計指針通り「設計指針通り

に，に，原子原子・・分子を配列し，分子を配列し，ナノメートルナノメートル（（1010－－9  9  mm））

オーダの構造物をつくり，オーダの構造物をつくり，サイズ特有の機能を発サイズ特有の機能を発

現させる技術」現させる技術」と捉えることができます．と捉えることができます．これは，これは，

小さなものから大きな物を作り上げていくボトム小さなものから大きな物を作り上げていくボトム

アップ手法であります．アップ手法であります．

　現在の精密微細化の最先端は半導体分野にある　現在の精密微細化の最先端は半導体分野にある

といえます．といえます．今や今や100 nm100 nmの領域に入ろうとしての領域に入ろうとして

います．います．この技術は大きなものを加工して小さなこの技術は大きなものを加工して小さな

ものを作り出すトップダウン手法であります．ものを作り出すトップダウン手法であります．寸寸

法が電子の量子力学的広がりである法が電子の量子力学的広がりである50 nm50 nm程度に程度に

近づきますと，近づきますと，原子数個の加工揺らぎが大きな障原子数個の加工揺らぎが大きな障

害になり，害になり，安定したデバイス製作が困難になりま安定したデバイス製作が困難になりま

す．す．こういった技術的限界をうち破るにはボトムこういった技術的限界をうち破るにはボトム

アップ手法を取り入れなければならないのです．アップ手法を取り入れなければならないのです．

また，また，バイオの世界でも，バイオの世界でも，ヒトゲノムの解読が進ヒトゲノムの解読が進

み，み，テーラーメード医療に向けてタンパク質解析テーラーメード医療に向けてタンパク質解析

やゲノム創薬へとポストゲノム研究が進展し，やゲノム創薬へとポストゲノム研究が進展し，ボボ

トムアップ手法が重要視されています．トムアップ手法が重要視されています．

　しかし，　しかし，今ほどのナノテクノロジーブームの引今ほどのナノテクノロジーブームの引

き金は何だったのでしょうか．き金は何だったのでしょうか．それはクリントンそれはクリントン

前大統領による前大統領によるNNINNI（国家ナノテクノロジー計画）（国家ナノテクノロジー計画）

の発表の発表(2000(2000年年 11月月 2121日日))であります．であります．その要旨その要旨

は次のとおりです．は次のとおりです．

「私は「私は55億ドルの予算を投入し，億ドルの予算を投入し，国家ナノテクノ国家ナノテクノ

ロジー計画を最優先順位で推進する．ロジー計画を最優先順位で推進する．（ナノテク（ナノテク

ノロジーは）ノロジーは）物質を原子分子レベルで操作するこ物質を原子分子レベルで操作するこ

とに基づいている．とに基づいている．その可能性を想像してみて欲その可能性を想像してみて欲

しい．しい．((ナノテクノロジー推進計画が成功裏に進めナノテクノロジー推進計画が成功裏に進め

ばば))鋼鉄よりも鋼鉄よりも1010倍も強く，倍も強く，しかも非常に軽い材しかも非常に軽い材

料が実現する．料が実現する．国会図書館にある全ての情報を記国会図書館にある全ての情報を記

録するのに角砂糖の大きさのデバイスがあれば十録するのに角砂糖の大きさのデバイスがあれば十

分である．分である．癌の早期発見は，癌の早期発見は，（ほんの初期段階の）（ほんの初期段階の）

数細胞段階で可能となる．数細胞段階で可能となる．こうした夢を実現するこうした夢を実現する

ためにはためには2020 年，年，あるいはそれ以上かかるかもしあるいはそれ以上かかるかもし

れないが，れないが，連邦政府は責任をもって推進すること連邦政府は責任をもって推進すること

を決意した．」を決意した．」(NSTC,(NSTC,““National NanotechnologyNational Nanotechnology

InitiativeInitiative””, June 2000,, June 2000,訳訳：：池澤直樹池澤直樹“知的“知的

資産創造”資産創造”20012001年年 88月号月号))

このようにこのように2020世紀末に世紀末に2121世紀初頭の米国の戦略世紀初頭の米国の戦略

目標を明確に示したことになります．目標を明確に示したことになります．

　実はナノテクノロジーの概念は古く，　実はナノテクノロジーの概念は古く，19651965 年年

のリチャードのリチャード・・ファインマン教授ファインマン教授(1965(1965年ノーベ年ノーベ

ル物理学賞受賞ル物理学賞受賞))によるによる｢There's plenty of room｢There's plenty of room

at the bottom｣at the bottom｣と題した講演で述べられていまと題した講演で述べられていま

すす(ht t p : / / w w w . z y v e x . c o m / n a n o t e c h /( h t t p : / / w w w . z y v e x . c o m / n a n o t e c h /

feynman.html)feynman.html)．．原子原子10001000個程度で個程度で11ビットを担ビットを担

う高密度メモリー，う高密度メモリー，ナノ構造を利用した超高速コナノ構造を利用した超高速コ

ンピュータ，ンピュータ，生体の細胞を利用した物質の合成な生体の細胞を利用した物質の合成な

どの具体例を示し，どの具体例を示し，ナノサイズの分野の重要性をナノサイズの分野の重要性を

指摘しています．指摘しています．

　こういった先駆的な提案があったのになぜ　こういった先駆的な提案があったのになぜ「今「今

ナノテク」ナノテク」なのでありましょうか？それは測定法なのでありましょうか？それは測定法

の進展と社会的要請の高まりを待たなければならの進展と社会的要請の高まりを待たなければなら

なかったからです．なかったからです．ナノテクノロジーの対象はナナノテクノロジーの対象はナ

ノサイズですから先ずそれを観察したり測定したノサイズですから先ずそれを観察したり測定した

りする手段を持つ必要があります．りする手段を持つ必要があります．今，今，人類は透人類は透

過型電子顕微鏡過型電子顕微鏡(TEM)(TEM)や走査型プローブ顕微鏡や走査型プローブ顕微鏡

(SPM)(SPM)などをもつに至り，などをもつに至り，それが可能となりましそれが可能となりまし

た．た．特に特にSPMSPMは，は，先端の尖った針でなぞって観察先端の尖った針でなぞって観察

する装置でありますから，する装置でありますから，使い方によっては原子使い方によっては原子

や分子を操作することが可能なのです．や分子を操作することが可能なのです．また，また，単単

にに「できる」「できる」だけでは受け入れられず，だけでは受け入れられず，強い社会強い社会

的要請が必要なのであります．的要請が必要なのであります．その代表的なものその代表的なもの

として先に述べました半導体の微細加工の行きづとして先に述べました半導体の微細加工の行きづ

まりやポストゲノム研究の必然性，まりやポストゲノム研究の必然性，米国の米国のNNINNIでで

例示された課題，例示された課題，その他いろいろな分野での技術その他いろいろな分野での技術

ナノテクノロジーとカーボンナノチューブナノテクノロジーとカーボンナノチューブ

電気電気・・情報系専攻　電子物理工学分野　教授情報系専攻　電子物理工学分野　教授

なかやま　よしかずなかやま　よしかず

中山　喜萬中山　喜萬　　年間連載　　年間連載

［ナノテクノロジー］［ナノテクノロジー］



1414

的な閉塞感があげられます．的な閉塞感があげられます．

　さて，　さて，私達が研究しているカーボンナノチュー私達が研究しているカーボンナノチュー

ブに話を移しましょう．ブに話を移しましょう．ナノチューブの発見にはナノチューブの発見には

先に述べた先に述べたTEMTEMが使われました．が使われました．つまりつまりTEMTEMがながな

ければナノチューブの発見はありませんでした．ければナノチューブの発見はありませんでした．

さて，さて，ナノチューブはグラフェンシートナノチューブはグラフェンシート((黒鉛の黒鉛の

一層一層)) を筒状にした形で，を筒状にした形で，直径はナノメートル直径はナノメートル

オーダ，オーダ，長さ方向には制限のない構造です．長さ方向には制限のない構造です．一般一般

に長さはミクロンオーダでありますが，に長さはミクロンオーダでありますが，センチセンチ

メートルにも及ぶものが合成されています．メートルにも及ぶものが合成されています．図図11

は代表的なは代表的な33 種類のナノチューブの構造模型で種類のナノチューブの構造模型で

す．す．軸方向に垂直な面で輪切りにしたとき，軸方向に垂直な面で輪切りにしたとき，炭素炭素

の結合が肘掛け椅子のような形になっているものの結合が肘掛け椅子のような形になっているもの

をアームチェア型ナノチューブをアームチェア型ナノチューブ(a)(a)，，ジグザグにジグザグに

なっているものをジグザグ型なっているものをジグザグ型（ｂ），（ｂ），その他をカその他をカ

イラル型イラル型((ｃｃ))と名付けています．と名付けています．

　ナノチューブは直径と螺旋度によって金属に　ナノチューブは直径と螺旋度によって金属に

なったり半導体になったりします．なったり半導体になったりします．ただし，ただし，アーアー

ムチェアナノチューブは全て金属です．ムチェアナノチューブは全て金属です．したがっしたがっ

て，て，異なったチューブを繋ぎ合わせることによ異なったチューブを繋ぎ合わせることによ

り，り，金属や各種半導体を組み込んだナノサイズの金属や各種半導体を組み込んだナノサイズの

電子回路を作ることができます．電子回路を作ることができます．また，また，鋼に比べ鋼に比べ

機械的な強さは機械的な強さは55倍以上あり質量は倍以上あり質量は1/51/5程度に軽程度に軽

い．い．その上しなやかで，その上しなやかで，折れ曲がっても容易に壊折れ曲がっても容易に壊

れない性質があります．れない性質があります．

　このようにナノチューブはナノサイズの特異な　このようにナノチューブはナノサイズの特異な

構造をもつために，構造をもつために，炭素だけでできていながらこ炭素だけでできていながらこ

れまでにない新しい性質を発現します．れまでにない新しい性質を発現します．また，また，ここ

れを素材とした構造物を創ることによって新しいれを素材とした構造物を創ることによって新しい

機能の発現が期待されます．機能の発現が期待されます．こういったことでナこういったことでナ

ノテクノロジーを代表する素材として注目されてノテクノロジーを代表する素材として注目されて

いるのです．いるのです．

　ナノチューブの応用範囲は極めて広い．　ナノチューブの応用範囲は極めて広い．先に述先に述

べた小さな電子回路や低消費電力の大面積平面型べた小さな電子回路や低消費電力の大面積平面型

ディスプレイを可能にする電界電子放出源などのディスプレイを可能にする電界電子放出源などの

エレクトロニクス分野，エレクトロニクス分野，SPMSPM探針やナノピンセッ探針やナノピンセッ

ト，ト，ナノセンサ，ナノセンサ，ナノマシーン，ナノマシーン，ナノロボットなナノロボットな

どのナノメカトロニクス分野，どのナノメカトロニクス分野，燃料電池の電極材燃料電池の電極材

や大容量キャパシタなどのエネルギー分野，や大容量キャパシタなどのエネルギー分野，高強高強

度材や良電気度材や良電気・・熱伝導材などの機能複合材分野，熱伝導材などの機能複合材分野，

さらに電磁波の反射や吸収，さらに電磁波の反射や吸収，浄化フィルタ，浄化フィルタ，光触光触

媒など対環境応用など夢大きい展開が期待されて媒など対環境応用など夢大きい展開が期待されて

います．います．

　私達は各種構造のナノチューブ合成やナノ　私達は各種構造のナノチューブ合成やナノ

チューブのナノ工学の研究を行っています．チューブのナノ工学の研究を行っています．そのその

中からナノチューブ実用化第中からナノチューブ実用化第11号として号としてSPMSPM探針探針

を生みだしました．を生みだしました．ナノチューブの細い，ナノチューブの細い，長い，長い，

弾力性に富む，弾力性に富む，良伝導性という性質をうまく利用良伝導性という性質をうまく利用

するもので，するもので，これに代わる素材はないといわれてこれに代わる素材はないといわれて

います．います．この実現に向けてはナノチューブを一本この実現に向けてはナノチューブを一本

一本確認しながら操作できる技術を開発しまし一本確認しながら操作できる技術を開発しまし

た．た．また，また，ナノサイズの物質を掴むことができるナノサイズの物質を掴むことができる

ナノピンセットの製作に成功し，ナノピンセットの製作に成功し，現在実用化に向現在実用化に向

けた研究を進めています．けた研究を進めています．図図22ににSPMSPMを使ったナを使ったナ

ノピンセットの動作想像図を示します．ノピンセットの動作想像図を示します．

　現在のナノチューブの研究は，　現在のナノチューブの研究は，人為的に一つ一人為的に一つ一

つ組み上げて行うボトムアップ手法に頼っていまつ組み上げて行うボトムアップ手法に頼っていま

す．す．しかし，しかし，最終的な機能素材合成やデバイス製最終的な機能素材合成やデバイス製

作はボトムアップ手法を採用した量産技術によら作はボトムアップ手法を採用した量産技術によら

なければなりません．なければなりません．そのためには，そのためには，分子が自ら分子が自ら

構造を作り出す機構を組み込んだ自己組織化シス構造を作り出す機構を組み込んだ自己組織化シス

テムを構築する必要があります．テムを構築する必要があります．これはナノこれはナノ

チューブだけではなくすべての材料にいえることチューブだけではなくすべての材料にいえること

です．です．その手本の一つは生物の営みにあります．その手本の一つは生物の営みにあります．

遺伝子という設計図にしたがってコピーを作り増遺伝子という設計図にしたがってコピーを作り増

殖する巧みな機能をもつ生物に学ぶ必要がありま殖する巧みな機能をもつ生物に学ぶ必要がありま

す．す．工学系の学生諸君は生物関連の分野にも精通工学系の学生諸君は生物関連の分野にも精通

するよう十分に勉強して欲しいと思います．するよう十分に勉強して欲しいと思います．

レーザ

位置検出器

ナノチューブ 
ピンセット

シリコン 
カンチレバー

電気配線

カーボン 
ナノチューブ

図図11　　33つの構造のナノチューブつの構造のナノチューブ

図図22　走査型プローブ顕微鏡に装着したナノピン　走査型プローブ顕微鏡に装着したナノピン

セットセット((写真写真))で分子を摘んで搬送している様子で分子を摘んで搬送している様子

 

(a) 

(b) 

(c) 
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きだ　てるひこきだ　てるひこ

木田木田  輝彦輝彦（（機械系専攻機械系専攻  エネルギー機械工学分野エネルギー機械工学分野

教授）教授）

日本機械学会関西支部賞日本機械学会関西支部賞 ( (貢献賞貢献賞))

やまもと　としあきやまもと　としあき

山本山本  俊昭俊昭 ( (機械系専攻機械系専攻  エネルギー機械工学分野エネルギー機械工学分野

教授教授))

静電気学会　論文賞静電気学会　論文賞

おおくぼ　まさあきおおくぼ　まさあき

大久保大久保  雅章雅章 ( (機械系専攻機械系専攻  エネルギー機械工学エネルギー機械工学

分野分野  助教授助教授))

静電気学会　論文賞静電気学会　論文賞

なかたに　けいこなかたに　けいこ

中谷中谷  敬子敬子 ( (機械系専攻機械系専攻  航空宇宙工学分野航空宇宙工学分野  助手助手))

日本機械学会奨励賞日本機械学会奨励賞 ( (研究研究))

たけだ　ようじたけだ　ようじ

武田武田  洋次洋次 ( (電気電気・・情報系専攻情報系専攻  電気電子システ電気電子システ

ム工学分野ム工学分野  教授教授))

IEEE Committee Prize Paper Award (Second Prize)IEEE Committee Prize Paper Award (Second Prize)

もりもと　しげおもりもと　しげお

森本森本  茂雄茂雄 ( (電気電気・・情報系専攻　電気電子システ情報系専攻　電気電子システ

ム工学分野　助教授ム工学分野　助教授))

IEEE Committee Prize Paper Award (Second Prize)IEEE Committee Prize Paper Award (Second Prize)

さなだ　まさゆきさなだ　まさゆき

真田真田  雅之雅之 ( (電気電気・・情報系専攻　電気電子システ情報系専攻　電気電子システ

ム工学分野　講師ム工学分野　講師))

IEEE Committee Prize Paper Award (Second Prize)IEEE Committee Prize Paper Award (Second Prize)

なかやま　よしかずなかやま　よしかず

中山中山  善萬善萬 ( (電気電気・・情報系専攻情報系専攻  電子物理工学分電子物理工学分

野野  教授教授))

NMC2000 Award for Most Impressive PosterNMC2000 Award for Most Impressive Poster

あきた　せいじあきた　せいじ

秋田秋田  成司成司 ( (電気電気・・情報系専攻情報系専攻  電子物理工学分電子物理工学分

野野  助教授助教授))

NMC2000 Award for Most Impressive PosterNMC2000 Award for Most Impressive Poster

あんぽ　まさかずあんぽ　まさかず

安保安保  正一正一 ( (物質系専攻物質系専攻  応用化学分野応用化学分野  教授教授))

上田繊維科学振興会　表彰上田繊維科学振興会　表彰

やお　としおやお　としお

八尾八尾  俊男俊男 ( (物質系専攻物質系専攻  応用化学分野応用化学分野  助教授助教授))

フローインジェクション分析論文賞フローインジェクション分析論文賞

つのおか　まさひろつのおか　まさひろ

角岡角岡  正弘正弘 ( (物質系専攻物質系専攻  応用化学分野応用化学分野  教授教授))

マテリアルライフ学会　論文賞マテリアルライフ学会　論文賞

しらい　まさみつしらい　まさみつ

白井白井  正充正充 ( (物質系専攻物質系専攻  応用化学分野応用化学分野  教授教授))

マテリアルライフ学会　論文賞マテリアルライフ学会　論文賞

ひがし　けんじひがし　けんじ

東　健司東　健司 ( (物質系専攻物質系専攻  材料工学分野材料工学分野  教授教授))

((社社))軽金属学会　関西賞軽金属学会　関西賞

かわもと　まことかわもと　まこと

川本　信川本　信 ( (物質系専攻物質系専攻  材料工学分野材料工学分野  教授教授))

軽金属学会　関西賞軽金属学会　関西賞

軽金属学会　軽金属学会　5050周年記念功労賞周年記念功労賞

まつだ　あつのりまつだ　あつのり

松田松田  厚範厚範 ( (物質系専攻物質系専攻  機能物質科学分野機能物質科学分野  講師講師))

D.R. Ulrich AwardD.R. Ulrich Award(3(3 件）件）

たつみさご　まさひろたつみさご　まさひろ

辰巳砂辰巳砂  昌弘昌弘 ( (物質系専攻物質系専攻  機能物質科学分野機能物質科学分野  教授教授))

日本セラミックス協会学術賞日本セラミックス協会学術賞

日本化学会学術賞日本化学会学術賞

たかぎし　とおるたかぎし　とおる

高岸　徹高岸　徹 ( (物質系専攻物質系専攻  機能物質科学分野機能物質科学分野  教授教授))

色材協会創立色材協会創立7575周年記念国際会議優秀論文賞周年記念国際会議優秀論文賞

なかずみ　ひろゆきなかずみ　ひろゆき

中澄中澄  博行博行 ( (物質系専攻物質系専攻  機能物質科学分野機能物質科学分野  教授教授))

色材協会創立色材協会創立7575周年記念国際会議優秀論文賞周年記念国際会議優秀論文賞

やぎ　しげゆきやぎ　しげゆき

八木八木  繁幸繁幸 ( (物質系専攻物質系専攻  機能物質科学分野機能物質科学分野  講師講師))

色材協会創立色材協会創立7575周年記念国際会議優秀論文賞周年記念国際会議優秀論文賞

いとう　たいちろういとう　たいちろう

伊藤伊藤  太一郎太一郎((物質系専攻物質系専攻  機能物質科学分野機能物質科学分野  教授教授))

軽金属学会　軽金属学会　5050周年記念功労賞周年記念功労賞

おおにし　ただかずおおにし　ただかず

大西大西  忠一忠一 ( (物質系専攻物質系専攻  機能物質科学分野機能物質科学分野  助教授助教授))

軽金属学会　軽金属学会　5050周年記念功労賞周年記念功労賞

軽金属関西賞軽金属関西賞

平成平成1414年度年度    学長顕彰者一覧学長顕彰者一覧

　本年度は　本年度は2222名の方々が学長顕彰を受けられることとなりました．名の方々が学長顕彰を受けられることとなりました．紙面の都合上紙面の都合上

詳細にはご紹介できませんが，詳細にはご紹介できませんが，氏名氏名 ( (専攻専攻  分野分野  役職役職))，，受賞名称の順で学長顕彰受賞名称の順で学長顕彰

受賞者を紹介いたします．受賞者を紹介いたします．
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WelcomeWelcome
　　新　任　紹　介新　任　紹　介

物質系専攻物質系専攻

機能物質科学分野機能物質科学分野

助手助手

ひょうどう　ゆたかひょうどう　ゆたか

兵藤　　豊兵藤　　豊

(H14.10.1 (H14.10.1 着任着任))

　化学メーカーの研究所より物質系専攻機能物質　化学メーカーの研究所より物質系専攻機能物質

科学分野の助手に科学分野の助手に, , 平成平成1414年年1010月月11日付けで着日付けで着

任しました．任しました．大学での勤務を始めて大学での勤務を始めて, , 改めて研究改めて研究

に対する自由な空気を感じているところです．に対する自由な空気を感じているところです．平平

成成1313年年33月に本学大学院博士後期課程を修了後月に本学大学院博士後期課程を修了後,,

短い期間ですが民間企業での研究に従事する機会短い期間ですが民間企業での研究に従事する機会

に恵まれました．に恵まれました．良い経験になりましたが，良い経験になりましたが，製造製造

業を取り巻く厳しい現実も肌身で感じました．業を取り巻く厳しい現実も肌身で感じました．本本

学の学生の皆さんの多くが学の学生の皆さんの多くが, , 技術者あるいは研究技術者あるいは研究

者の道を選ばれることと思います．者の道を選ばれることと思います．皆さんが厳し皆さんが厳し

い環境で生き残るにはい環境で生き残るには, , 自分の専門分野の基礎知自分の専門分野の基礎知

識を確実なものにすることが必要だと思います．識を確実なものにすることが必要だと思います．

私がかつて先生方から伝授頂いた知恵私がかつて先生方から伝授頂いた知恵・・知識は後知識は後

輩となる皆さんに確実に伝えていきたいと考えて輩となる皆さんに確実に伝えていきたいと考えて

いますのでいますので, , 勉学に没頭できる貴重な時間を有意勉学に没頭できる貴重な時間を有意

義に過ごして欲しいと思います．義に過ごして欲しいと思います．今後より一層頑今後より一層頑

張っていく所存ですので，張っていく所存ですので，ご指導ご鞭撻のほどよご指導ご鞭撻のほどよ

ろしくお願い申し上げます．ろしくお願い申し上げます．

大阪府立大学大阪府立大学（（Osaka Prefecture UniversityOsaka Prefecture University））大学院工学研究科広報専門委員会発行大学院工学研究科広報専門委員会発行

かわまた　しゅういちかわまた　しゅういち

電子物理工学分野　講師　　電子物理工学分野　講師　　川又　修一川又　修一
わきた　かずきわきた　かずき

電子物理工学分野　助教授　電子物理工学分野　助教授　脇田　和樹脇田　和樹

学内ご昇任　おめでとうございます！学内ご昇任　おめでとうございます！

（（H14.10.1H14.10.1付昇任）付昇任）

てらした　けいじろうてらした　けいじろう

化学工学分野　助教授　　化学工学分野　助教授　　寺下敬次郎寺下敬次郎
いのうえ　ひろふみいのうえ　ひろふみ

材料工学分野　助教授　　材料工学分野　助教授　　井上　博史井上　博史


